
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
再
考

―
―
柳
田
國
男
に
み
る
翻
訳
解
釈
の
揺
れ
を
め
ぐ
っ
て
―
―

板
　
橋
　
春
　
夫
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は
じ
め
に

　

本
研
究
で
取
り
上
げ
る
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
と
は
、「
民
族
学
」
と
「
民
俗
学
」
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
民
族
学
会
は
昭
和
九
年

（
一
九
三
四
）
の
設
立
で
あ
り
、
民
間
伝
承
の
会
は
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
日
本
民
俗
学
会
と
名
称
を
変
更
し
た
。
こ
の
年

か
ら
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
会
が
並
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
象
上
で
は
、
解
決
済
み
と
な
っ
た
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
の
問
題
で
あ

る
。
敢
え
て
俎
上
に
載
せ
る
の
は
、
翻
訳
解
釈
と
学
問
の
本
質
に
関
わ
る
重
要
な
論
点
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

1
）。

　

柳
田
國
男
は
、
英
語
と
ド
イ
ツ
語
の
翻
訳
解
釈
に
あ
た
っ
て
思
索
を
二
転
三
転
さ
せ
て
い
た
。「
民
俗
学
の
現
状
」（
一
九
二
六
年
）

で
は
、Folklore

を
民
俗
学
、Ethnology

を
土
俗
学
と
訳
し
て
は
ど
う
か
と
提
案
し
た
。『
青
年
と
学
問
』
に
収
録
さ
れ
た
「Ethnol-

ogy

と
は
何
か
」（
一
九
二
六
年
）
で
は
、Ethnology

を
民
俗
学
と
訳
し
た
い
が
、
民
族
学
と
訳
し
た
ほ
う
が
良
い
と
い
う
意
見
も

あ
り
決
め
か
ね
る
と
悩
み
を
吐
露
し
た
。
柳
田
は
、Ethnology

を
「
民
俗
学
」、
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（Ethnography

）
を
「
民

俗
誌
」
と
訳
し
た
。
ド
イ
ツ
で
は
、
自
国
民
俗
学
（V

olkskunde

）
と
し
、
諸
国
民
俗
学
（V

ölkerkunde

）
の
二
つ
に
分
け
て
い
る

と
い
い
、
自
国
民
俗
学
を
「
民
俗
学
」、
諸
国
民
俗
学
を
「
民
族
学
」
と
訳
そ
う
と
し
て
い
た
。
以
上
の
翻
訳
解
釈
の
揺
れ
を
見
た

だ
け
で
も
、
柳
田
がFolklore

とEthnology

の
翻
訳
の
区
別
に
つ
い
て
悩
み
続
け
て
い
た
こ
と
が
判
る
で
あ
ろ
う
。

　

本
研
究
の
目
的
は
、
日
本
民
俗
学
の
確
立
期
、
柳
田
が
海
外
の
学
問
を
受
容
・
咀
嚼
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
思

索
の
揺
れ
が
あ
っ
た
の
か
を
確
認
し
、
そ
の
事
実
を
日
本
民
俗
学
史
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
翻
訳
解
釈
に
限
定
さ
れ
た
問
題

で
あ
る
が
、
日
本
民
俗
学
史
に
お
い
て
は
、
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
の
問
題
と
し
て
再
考
す
べ
き
点
が
い
く
つ
も
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

①
柳
田
は
、
な
ぜ
「
民
俗
学
」
と
い
う
用
語
の
使
用
を
逡
巡
し
て
い
た
の
か
、
②
柳
田
は
「
民
俗
」
の
用
語
を
ど
う
理
解
し
て
い
た

の
か
、
③
柳
田
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
「
一
国
民
俗
学
」
や
「
世
界
民
俗
学
」
と
い
う
用
語
を
使
い
始
め
た
の
か
、
と
い
う
三
つ
の

課
題
を
探
究
し
て
い
き
た
い
。
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一
　
明
治
四
十
三
年
刊
『
石
神
問
答
』
に
み
る
「
民
俗
学
」
の
使
用
例

　

柳
田
國
男
は
、「
民
俗
学
」
の
用
語
を
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
五
月
刊
行
の
『
石
神
問
答
』
の
中
で
二
か
所
使
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
最
も
早
い
時
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
書
は
書
簡
集
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
当
然
書
簡
の
中
で
、
ご
く
自
然
な

形
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
民
俗
学
」
の
用
語
が
使
わ
れ
た
一
か
所
目
は
、
第
一
信
の
書
簡
に
あ
る
。
こ
れ
は
柳
田
か
ら
山
中
共
古
宛
書
簡
で
あ
る
。
こ
の

中
で
柳
田
が
シ
ャ
ク
ジ
と
呼
ば
れ
る
路
傍
の
神
に
つ
い
て
研
究
を
始
め
た
い
と
考
え
、
そ
の
先
駆
的
な
研
究
者
で
あ
る
山
中
宛
に

「
従
来
御
心
付
の
こ
と
も
候
は
ゞ
よ
り
〳
〵
御
聞
せ
被
下
度
、
民
俗
学
の
専
門
家
出
で
候
は
何
れ
の
日
と
も
期
し
難
く
候
」
と
書
い

た
〔
柳
田　

一
九
九
九　

五
〇
五
〕。
民
俗
学
の
専
門
家
が
出
現
す
る
ま
で
は
、
山
中
先
生
に
教
え
を
乞
い
た
い
と
い
う
趣
旨
の
文

章
中
で
使
わ
れ
た
。
柳
田
は
、
ご
く
自
然
に
「
民
俗
学
の
専
門
家
」
と
書
い
た
が
、
こ
の
場
合
の
民
俗
学
は
い
わ
ゆ
るFolklore

で

良
い
と
考
え
る
。

　
「
民
俗
学
」
の
用
語
が
使
わ
れ
た
二
か
所
目
は
、
第
一
五
信
の
書
簡
に
あ
る
。
こ
れ
は
柳
田
か
ら
喜
田
貞
吉
宛
書
簡
で
あ
る
。
神

籠
石
に
つ
い
て
柳
田
は
自
論
を
述
べ
た
後
で
、「
何
故
に
諸
国
到
処
に
此
の
名
の
石
あ
る
か
に
就
き
て
は　

別
に
必
ず
民
俗
学
上
の

理
由
な
か
る
べ
か
ら
ず
」
と
書
い
た
〔
柳
田　

一
九
九
九　

五
四
三
～
五
四
四
〕。
喜
田
貞
吉
宛
で
あ
る
か
ら
「
民
俗
学
」
の
用
語

を
敢
え
て
使
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
も
学
問
の
成
長
過
程
で
出
て
く
る
「
民
俗
学
」
の
用
語
で
あ
る
。
筆
者
は
、
第
一
信

の
山
中
共
古
宛
書
簡
を
見
る
限
り
で
は
、
明
ら
か
に
現
在
の
「
民
俗
学
」
の
使
用
法
に
近
い
と
思
う
。
つ
ま
りFolklore

の
民
俗
学

で
あ
り
、Ethnology

の
民
族
学
で
は
な
い
と
思
う
。

　
『
石
神
問
答
』
刊
行
の
二
年
後
、
す
な
わ
ち
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
に
「
日
本
民
俗
学
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
東
京
帝
国
大

学
を
中
心
と
す
る
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、
評
議
員
に
は
井
上
円
了
・
加
藤
玄
智
・
坪
井
正
五
郎
・
芳
賀
矢
一
・
高
木
敏
雄
ら
が
選
ば
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れ
て
い
る
。
学
会
設
立
か
ら
少
し
遅
れ
て
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
石
橋
臥
波
を
編
集
主
幹
と
し
て
雑
誌
『
民
俗
』
が
発
刊
さ

れ
た
。「
本
誌
の
本
務
」（
無
記
名
）
の
中
で
、V

ölkerkunde

とFolklore

を
「
民
俗
学
」
と
訳
し
た
。
同
誌
は
五
号
で
休
刊
と
な

り
、
学
問
的
潮
流
を
築
く
こ
と
は
無
か
っ
た
。
柳
田
に
し
て
み
れ
ば
、
最
初
に
「
日
本
民
俗
学
会
」
と
「
民
俗
」
が
柳
田
の
関
わ
ら

な
い
場
面
で
使
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
雑
誌
『
郷
土
研
究
』
の
編
集
を
一
緒
に
や
っ
て
い
た
高
木
敏
雄
が
、「
日
本
民
俗
学
会
」
の
評

議
員
に
な
っ
て
い
た
点
を
含
め
て
、
柳
田
の
気
分
を
か
な
り
悪
く
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

二
　
西
村
真
次
に
よ
る
雑
誌
『
民
族
』
の
批
評

　

柳
田
は
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
か
ら
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
国
際
連
盟
委
任
統
治
委
員
と
し
て
海
外
に
い
た
が
、
関
東
大

震
災
の
連
絡
を
受
け
て
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
帰
国
後
間
も
な
く
、
岡
正
雄
・
有
賀
喜
左
衛
門
・
田
辺
寿
利
ら
若
い
研
究
者
た

ち
と
一
緒
に
雑
誌
『
民
族
』
を
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
創
刊
し
た
。
ち
な
み
に
、
雑
誌
『
民
族
』
は
、
柳
田
が
名
付
け
親
で

あ
る
。
順
調
に
発
行
を
続
け
る
中
、
読
後
感
を
数
名
に
依
頼
し
た
。
依
頼
さ
れ
た
一
人
で
あ
る
西
村
真
次
は
、
本
質
を
突
い
た
鋭
い

コ
メ
ン
ト
を
投
稿
し
た
。
西
村
は
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
十
一
月
発
行
の
『
民
族
』
二
巻
一
号
に
「『
民
族
』
第
一
巻
読
後
所

感
」
を
執
筆
し
た（

2
）。

そ
の
中
で
西
村
は
、
名
称
に
関
し
て
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
し
た
（
傍
線
筆
者
）。

第
一
に
『
民
族
』
が
出
る
と
い
ふ
こ
と
を
知
つ
た
時
に
、
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
疾
く
に
あ
つ
て
然
る
べ
き
雑
誌
が
出
る
こ
と
に
な

つ
た
の
は
嬉
し
い
こ
と
だ
と
思
つ
た
。
発
行
者
に
対
し
て
其
勇
猛
な
大
胆
な
実
行
を
感
謝
す
る
心
が
続
行
し
た
。
第
二
に
『
民
族
』

第
一
号
を
手
に
入
れ
た
時
、
何
と
い
ふ
品
の
よ
い
、
小
ざ
つ
ぱ
り
し
た
、
美
し
い
、
キ
ス
し
た
い
や
う
な
雑
誌
だ
ら
う
と
思
つ
た
。

そ
れ
に
つ
い
て
直
ぐ
起
つ
た
考
へ
は
、
題
名
の
『
民
族
』
と
い
ふ
語
の
こ
と
だ
。
私
達
は
『
民
族
』
と
い
ふ
語
を
常
に
『
国
民
』
と

い
ふ
語
の
シ
ノ
ニ
ム
に
使
つ
て
ゐ
る
の
で
、
か
う
し
た
内
容
を
も
つ
た
雑
誌
に
は
『
民
俗
』
と
し
た
方
が
よ
く
な
い
か
と
思
つ
た
。
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『
民
族
』
は
恐
ら
く“Ethnologie”“Folkerkunde”

か
ら
取
つ
た
名
前
で
あ
ら
う
し
、
其
事
は
岡
正
雄
君
の
『
民
族
学
の
目
的
』

（
一
の
一
）
と
い
ふ
訳
文
で
感
づ
い
た
が
、
私
達
は
其
学
統
か
ら
い
つ
も“Folklore”

と
い
ふ
語
を
用
ひ
、
そ
れ
を
『
民
俗
学
』
と

訳
し
て
ゐ
る
の
で
、
何
だ
か
『
民
俗
』
の
方
が
よ
さ
さ
う
に
思
は
れ
た
。
体
質
と
文
化
と
の
双
関
で
あ
る
と
こ
ろ
の
民
族
と
い
ふ

も
の
を
取
扱
ふ
の
は
不
似
合
と
思
つ
た
か
ら
だ
。
又
エ
ト
ノ
ロ
ギ
な
ら
ば
人
種
の
意
は
体
質
的
意
義
が
勝
つ
の
で
な
い
は（

か
）と
思
は

れ
る
。〔
西
村　

一
九
二
六　

一
二
一
～
一
二
二
〕

　

西
村
は
、
誌
名
と
し
て
は
「
民
族
」
で
は
な
く
、「
民
俗
」
の
ほ
う
が
似
合
う
と
述
べ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、Folklore

は
「
民

俗
」
と
訳
す
べ
き
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
ア
ダ
ム
・
ブ
ロ
ン
ソ
ン
は
、
論
文
「
境
界
の
攻
防
―
戦
前
の
柳
田
に
よ
る
歴
史
学
・
民
族

学
批
判
と
戦
後
民
俗
学
―
」
の
中
で
、
雑
誌
『
民
族
』
を
外
部
か
ら
批
評
し
た
西
村
真
次
を
取
り
上
げ
て
重
要
な
指
摘
を
し
て
い
る

〔
ブ
ロ
ン
ソ
ン　

二
〇
一
二　

五
八
～
六
四
〕。
ブ
ロ
ン
ソ
ン
は
、
雑
誌
『
民
族
』
の
「
族
」
を
別
の
漢
字
に
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た

点
に
着
目
し
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
た（

3
）。

当
時
イ
ギ
リ
ス
で
用
い
ら
れ
た
用
語
の
語
義
的
重
な
り
を
踏
ま
え
れ
ば
、
日
本
語
に
お
い
て
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
と
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
の

訳
語
が
基
本
的
に
互
換
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
も
驚
く
に
あ
た
ら
な
い
。
こ
の
曖
昧
さ
が
、
も
と
も
と
の
英
語
の
語
義
に
由
来
し
て

い
る
以
上
、
西
村
が
イ
ギ
リ
ス
の
学
界
の
権
威
に
訴
え
て
み
て
も
、『
民
族
』
の
誌
名
問
題
が
解
決
で
き
る
望
み
は
薄
か
っ
た
。〔
ブ

ロ
ン
ソ
ン　

二
〇
一
二　

六
四
〕

　

雑
誌
『
民
族
』
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
四
月
に
休
刊
し
た
。
雑
誌
『
民
族
』
と
ほ
ぼ
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
、
同
年
七
月
に

雑
誌
『
民
俗
学
』
が
民
俗
学
会
か
ら
発
刊
さ
れ
た
。
民
俗
学
会
は
雑
誌
の
発
行
前
か
ら
「
民
俗
学
談
話
会
」
と
称
す
る
例
会
を
開
催

し
て
い
た
。
柳
田
は
こ
の
例
会
は
も
ち
ろ
ん
雑
誌
の
運
営
に
一
切
関
わ
っ
て
い
な
い（

4
）。

こ
の
民
俗
学
会
は
、
現
在
の
日
本
民
俗
学
会
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と
は
無
関
係
の
団
体
で
あ
る
。

　

雑
誌
『
民
俗
学
』
は
、
西
村
の
指
摘
し
た
通
り
の
「
民
俗
学
」
を
採
用
し
た
。
し
か
し
、
雑
誌
『
民
俗
学
』
の
内
容
は
、
む
し
ろ

Ethnology

（
民
族
学
）
に
関
す
る
論
考
が
多
く
載
っ
た
。
雑
誌
『
民
族
』
と
雑
誌
『
民
俗
学
』
は
、
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
の
問
題
を

胚
胎
し
て
い
た
。
名
称
に
限
定
す
れ
ば
、
西
村
真
次
が
「『
民
族
』
第
一
巻
読
後
所
感
」
で
提
示
し
た
推
奨
例
の
通
り
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
西
村
は
、
雑
誌
『
民
族
』
は
民
俗
学
関
連
の
論
考
が
多
い
か
ら
「
民
俗
」
が
似
合
っ
て
い
る
と
端
的
に
述
べ
た
。
西
村
の

指
摘
は
お
そ
ら
く
正
解
で
あ
っ
た
。
雑
誌
『
民
俗
学
』
は
「
民
俗
学
」
の
誌
名
を
冠
し
な
が
ら
、
実
態
は
民
族
学
（
文
化
人
類
学
）
に

比
重
が
か
か
っ
て
い
た
。
雑
誌
『
民
族
』
は
民
俗
学
の
論
考
が
多
く
、
雑
誌
『
民
俗
学
』
は
民
族
学
の
論
考
が
多
い
と
い
う
ね
じ
れ

現
象
を
起
こ
し
て
い
た
。
ブ
ロ
ン
ソ
ン
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
一
九
二
〇
年
代
は
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
と
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
の
訳
語
が
互
換

可
能
の
時
代
で
あ
っ
た
。
民
俗
学
と
民
族
学
と
い
う
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
い
た
当
時
の
学
問
環
境
を
反
映
し

て
い
た
と
言
え
よ
う
。

三
　
柳
田
國
男
に
よ
るFolklore

とEthnology

の
理
解

　

柳
田
自
身
はEthnology

とFolklore

に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
理
解
を
し
て
い
た
の
か
。「
民
族
学
」
と
「
民
俗
学
」
と
い
う
二

つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
に
つ
い
て
語
っ
た
論
考
を
取
り
上
げ
て
そ
の
思
索
の
揺
れ
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
た
く
さ
ん
あ
る
論
考
の
中

で
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
に
触
れ
た
論
考
を
中
心
に
取
り
上
げ
て
、
用
語
の
使
用
法
を
検
討
し
て
み
た
い
。

（
1
）「
隠
里
の
話
」
に
お
け
る
用
語
の
改
正

　
「
隠
里
の
話
」
は
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
二
月
二
十
日
か
ら
三
月
十
六
日
ま
で
一
四
回
に
わ
た
っ
て
、「
東
京
日
日
新
聞
」
に

連
載
さ
れ
た
。
連
載
は
一
四
回
で
あ
っ
た
が
、
単
行
本
の
収
録
に
あ
た
っ
て
一
五
節
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
〔
赤
坂　

一
九
九
八　
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六
五
八
～
六
五
九
〕。
大
藤
時
彦
は
、
新
聞
連
載
で
は
「
土
俗
学
又
は
民
譚
学
の
現
在
の
進
歩
程
度
で
は
残
念
な
が
ら
消
極
的
に
も

積
極
的
に
も
、
何
の
決
定
も
下
し
得
ぬ
こ
と
が
明
白
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
部
分
の
う
ち
、「
土
俗
学
又
は
民
譚
学
」
の
文

字
が
「
民
俗
学
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
は
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
六
月
十
五
日
に
小
山
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
こ

の
時
期
に
は
「
民
俗
学
」
を
採
用
し
て
い
る
〔
大
藤　

一
九
七
三　

三
五
〕。
上
述
し
た
よ
う
に
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
頃
に
は
、

柳
田
は
「
土
俗
誌
」
あ
る
い
は
「
土
俗
学
」
と
い
う
言
葉
を
使
わ
な
く
な
る
。
こ
の
時
期
は
、「
土
俗
学
」
を
使
う
環
境
で
は
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

（
2
）Folklore

の
訳
語
と
し
て
の
「
民
間
伝
承
学
」
と
「
民
伝
学
」

　

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
一
月
二
十
八
日
、
折
口
信
夫
は
「
民
間
伝
承
学
講
義
」
の
中
で
、「Folklore

を
民
間
伝
承
学
、
ま
た
は

民
伝
学
と
い
う
の
は
、
非
常
に
新
し
い
名
前
で
あ
る
。
柳
田
国
男
先
生
が
そ
の
意
味
を
適
確
に
表
わ
す
た
め
に
、
土
俗
学
、
民
俗
学

と
い
う
名
と
区
別
せ
ら
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
を
先
生
が
ま
た
公
に
使
わ
れ
ぬ
う
ち
に
、
私
が
ま
ず
、
使
う
の
で
あ
る
」
と
語
っ
た

〔
折
口　

一
九
七
一　

一
一
〕。
こ
れ
を
読
む
と
、Ethnology

の
訳
語
は
「
民
俗
学
」
で
、Folklore

の
訳
語
と
し
て
は
「
民
間
伝

承
学
」
や
「
民
伝
学
」
を
考
案
し
て
い
た
ら
し
い
。
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
状
況
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
講
義
録
は
『
折
口
信
夫
全

集
ノ
ー
ト
編
』
七
巻
所
収
で
あ
る
。

（
3
）『
青
年
と
学
問
』
に
お
け
る
「
民
俗
学
」

　

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
四
月
二
十
二
日
、
柳
田
は
日
本
社
会
学
会
の
講
演
「
民
俗
学
の
現
状
」
で
民
俗
学
の
用
語
に
つ
い

て
語
っ
た
。
こ
の
講
演
録
は
「
日
本
の
民
俗
学
」
と
改
題
さ
れ
て
、『
青
年
と
学
問
』
に
収
め
ら
れ
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
四

月
に
日
本
青
年
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
、
柳
田
の
初
め
て
の
民
俗
学
理
論
書
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
同
書
は
一
〇
本
の
講
演
記
録
か
ら

成
っ
て
お
り
、
講
演
の
筆
録
で
あ
る
た
め
に
読
み
や
す
い
。
本
研
究
が
対
象
と
す
る
「
民
俗
学
」
の
用
語
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
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「
日
本
の
民
俗
学
」
の
中
で
あ
っ
た
。「
先
づ
名
前
が
問
題
に
な
る
」
と
い
う
見
出
し
が
あ
り
、
以
下
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
（
傍
線

筆
者
）。

先
づ
最
初
に
爰
に
い
ふ
民
俗
学
と
は
何
か
。
耳
馴
れ
ぬ
語
だ
か
ら
一
応
は
主
催
者
側
と
打
合
せ
て
、
誤
解
の
無
い
や
う
に
し
て
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
自
分
と
し
て
は
今
日
迄
、
実
は
ま
だ
此
名
称
を
使
つ
て
は
居
な
か
つ
た
。
併
し
段
々
成
長
し
て
行
く
者
が
、

名
無
し
の
権
兵
衛
で
は
不
自
由
さ
も
不
自
由
だ
か
ら
、
仮
に
斯
う
で
も
言
つ
て
置
か
う
か
と
思
案
し
て
居
た
所
で
あ
つ
た
。
諸
君

は
多
分
之
を
英
語
で
謂
ふ
フ
オ
ク
ロ
ア
、
又
は
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
の
意
味
に
解
し
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
ら
う
。
此
二
つ
の
中
な
ら
ば

私
の
方
で
も
差
支
は
無
い
。
其
積
り
で
日
本
の
民
俗
学
の
現
状
を
御
話
し
て
見
よ
う
と
思
ふ
。
但
し
二
つ
の
英
語
の
ど
ち
ら
に
該

当
し
て
居
て
も
差
支
無
し
と
い
ふ
こ
と
は
、
或
は
あ
ま
り
大
ざ
っ
ぱ
で
不
精
確
だ
と
い
ふ
御
感
じ
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
実
際

は
最
近
の
稍
成
長
し
た
フ
オ
ク
ロ
ア
は
、
例
へ
ば
英
国
で
い
へ
ば
リ
バ
ー
ス
博
士
な
ど
の
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
と
、
目
的
及
び
研
究
方

法
に
於
て
大
様
一
致
す
る
所
ま
で
来
て
居
る
か
ら
、
何
れ
に
解
せ
ら
れ
て
も
実
際
に
於
て
は
殆
ど
御
答
に
か
は
る
所
は
無
い
。
只

気
遣
は
し
い
の
は
之
を
民
俗
学
な
ど
と
訳
す
る
為
に
、
仕
事
の
持
場
が
狭
く
な
り
は
し
な
い
か
と
い
ふ
点
の
み
で
あ
る
。〔
柳
田　

一
九
九
八
ａ　

一
六
三
〕

　

こ
の
続
き
を
読
む
と
、
柳
田
は
二
つ
の
名
称
が
混
同
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
、「
こ
の
二
つ
の
名
称
を
混
同
す
る
こ
と
に
、
不
安

を
抱
く
人
の
あ
る
べ
き
は
明
か
で
あ
る
。
併
し
そ
ん
な
ら
ど
う
し
よ
う
か
。
一
方
フ
オ
ク
ロ
ア
を
民
俗
学
、
他
方
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
を

土
俗
学
と
で
も
訳
し
て
」
お
け
ば
良
い
だ
ろ
う
と
、
や
や
曖
昧
に
語
っ
て
い
る
〔
柳
田　

一
九
九
八　

一
六
三
〕。

　

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
の
時
点
で
は
、
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
の
話
題
を
持
ち
出
し
て
い
る
。
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
十
一

月
に
は
、『
民
族
』
二
巻
一
号
で
西
村
真
次
が
「『
民
族
』
第
一
巻
読
後
所
感
」
の
中
で
重
要
な
意
見
を
提
示
し
て
い
た
。
柳
田
は
そ

れ
を
無
視
と
い
う
か
、
知
っ
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
心
配
し
て
み
せ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
今
風
に
言
え
ば
、
危
機
感
が
伴
っ
て
い
な
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か
っ
た
。

（
4
）
仙
台
放
送
局
「
東
北
と
郷
土
研
究
」
に
お
け
る
発
言

　

柳
田
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
九
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
の
二
日
間
、
仙
台
放
送
局
の
ラ
ジ
オ
番
組
で
「
東
北
と
郷
土
研

究
」
と
い
う
題
名
の
連
続
講
義
を
し
た
。
そ
の
記
録
は
、
翌
年
三
元
社
か
ら
『
東
北
の
土
俗
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
柳
田
は
以
下

の
よ
う
な
発
言
を
し
た
（
傍
線
筆
者
）。

白
人
等
が
丸
で
自
分
等
と
ち
が
つ
た
種
族
の
中
に
入
つ
て
観
察
し
た
見
聞
を
基
礎
と
し
て
、
何
物
か
の
サ
ト
リ
を
得
よ
う
と
す
る

学
問
で
あ
り
ま
す
。
日
本
は
誠
に
い
や
な
国
で
、
こ
ん
な
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
白
人
か
ら
学
ん
で
、
其
方
法
を
自
国
同
胞
の
考

察
に
ま
で
宛
て
よ
う
と
し
ま
し
た
。
さ
う
し
て
そ
れ
を
土
俗
学
と
謂
つ
て
居
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
感
情
上
こ
の
土
俗
と
い
ふ

文
字
を
非
常
に
い
や
に
思
つ
て
、
力
め
て
こ
れ
を
避
け
よ
う
と
し
て
居
り
ま
す
。
さ
う
し
て
そ
の
代
り
に
民
俗
誌
・
民
俗
学
と
い

ふ
語
を
此
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
及
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
の
為
に
宛
て
た
の
で
あ
り
ま
す
。〔
柳
田　

二
〇
〇
一　

三
一
二
〕

　

刊
行
さ
れ
た
書
名
は
『
東
北
の
土
俗
』
で
あ
る
。
柳
田
は
放
送
の
中
で
「
土
俗
」
が
嫌
い
な
の
で
、Ethnology

に
対
し
て
「
民

俗
誌
」「
民
俗
学
」
を
当
て
た
。
こ
れ
を
見
る
限
り
で
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
時
点
は
ラ
ジ
オ
放
送
で
は
あ
っ
た
が
、
柳
田
は

Ethnology

の
翻
訳
と
し
て
「
民
俗
学
」
を
使
っ
て
い
た
。Ethnology

を
「
土
俗
学
」
と
言
う
な
ど
使
用
法
は
揺
れ
て
い
た
。
西

村
真
次
の
意
見
を
ほ
と
ん
ど
無
視
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ラ
ジ
オ
放
送
か
ら
五
年
後
の
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
十
一
月
、
柳

田
に
激
震
が
走
る
こ
と
に
な
る
。
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（
5
）
柳
田
國
男
の
思
索
の
変
転

　

柳
田
の
論
考
か
らEthnology

とFolklore

の
翻
訳
の
揺
れ
に
関
わ
る
も
の
だ
け
を
取
り
出
し
て
一
覧
表
を
作
成
し
て
み
た
（
表

1
参
照
）。
こ
れ
に
よ
る
と
、
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
頃
に
特
定
で
き
る
で
あ
ろ
う（

5
）。

柳
田
は
元
々
、

Ethnology
の
翻
訳
と
し
て
「
民
俗
学
」
を
宛
て
よ
う
と
し
た
こ
と
が
判
る
。
途
中
か
らFolklore

を
「
民
俗
学
」
と
訳
し
、Eth-

nology

を
「
土
俗
学
」
と
訳
す
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
柳
田
は
日
本
に
お
け
る
「
民
俗
学
」
は
単
な
るFolklore

で
は
な
く
、

Ethnology

に
一
致
す
る
部
分
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
も
う
少
し
踏
み
込
ん
で
言
え
ば
、
柳
田
は
、Ethnology

とFolklore

は
将
来
一
緒
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

岡
正
雄
は
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
バ
ー
ン
『
民
俗
学
概
論
』
の
翻
訳
書
を
岡
書
院
か
ら
刊
行
し
た
。
巻
頭
の
「
訳
者
小
序
」

で
、Folklore

の
訳
語
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
参
考
に
な
る
見
解
で
あ
る
。

我
が
国
に
於
い
て
はfolklore

の
適
確
な
る
訳
語
は
未
だ
見
出
さ
れ
な
い
が
、
普
通
に
は
民
俗
、
民
俗
学
な
ど
と
訳
さ
れ
て
ゐ
る
。

私
は
こ
の
学
問
の
名
称
と
し
て
示
す
場
合
は
民
俗
学
と
訳
し
、
こ
の
学
問
の
対
象
事
象
を
指
す
時
は
民
間
伝
承
と
い
ふ
文
字
を
好

ん
で
用
ひ
た
。〔
岡　

一
九
二
七　

五
〕

　

岡
に
よ
る
と
、folklore

の
適
確
な
訳
語
が
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
。「
民
俗
学
」
は
そ
の
一
例
の
訳
に
す
ぎ
ず
、
学
問
名
称
と
し

て
「
民
俗
学
」
を
使
う
が
、
学
問
の
対
象
に
対
し
て
は
「
民
間
伝
承
」
を
用
い
る
と
述
べ
る
。
柳
田
は
、「
民
間
伝
承
」
を
「
民
俗

学
」
と
相
互
交
換
で
き
る
も
の
と
認
識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
「
民
俗
学
」
と
「
民
間
伝
承
」
と
い
う
用
語
の
並
立
が

生
じ
て
い
る
。

　

柳
田
は
、
南
方
熊
楠
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
フ
レ
ー
ザ
ー
の
著
作
を
入
手
し
て
読
み
進
め
て
い
く
。
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
四

月
か
ら
金
枝
篇
を
読
み
始
め
て
い
る
。
暮
れ
に
は
南
方
へ
五
冊
読
ん
だ
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
〔
高
橋　

二
〇
二
五　

四
九
〕。
大
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正
初
期
に
は
集
中
的
に
フ
レ
ー
ザ
ー
に
親

し
ん
で
い
る
。
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）

に
は
イ
ギ
リ
ス
のFolklore society

に

入
会
し
て
い
る
。
渡
欧
の
時
期
に
あ
た
る

が
、
人
類
学
関
連
の
洋
書
を
計
画
的
に
収

集
、
読
破
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
英
語
だ

け
で
は
な
く
フ
ラ
ン
ス
語
文
献
も
収
集
し

て
い
く
。
一
九
二
〇
年
代
に
洋
書
の
読
書

が
集
中
し
て
い
る
〔
高
橋　

二
〇
二
五　

五
七
〕。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
柳
田
は

Ethnology

とFolklore

に
つ
い
て
熟
考

し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
当
然
の
こ
と

で
あ
る
が
、
外
国
の
学
問
環
境
の
実
態
を

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
翻
訳
解
釈
に
悩
み
が

生
じ
た
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

表 1　柳田國男のEthnology と Folklore の翻訳一覧

年月・雑誌名・掲載書籍等 Ethnology Folklore

大正 7 年（1918）
「隠里の話」
『東京日日新聞』連載

「土俗学」または「民譚学」
（1934年に「民俗学」に修正
した。）

大正10年（1921）
折口信夫「民間伝承学講義」

『折口信夫全集ノート編』 7 巻
（1971）

「民間伝承学」「民伝学」

大正15年（1926） 4 月22日
「民俗学の現状」（社会学会講演）
『青年と学問』（1928、日本青年館）

「土俗学」 「民俗学」

大正15年（1926） 5 月18日
「Ethnologyとは何か」（交詢社講演）
『青年と学問』（1928、日本青年館）

Ethnology を「民俗学」と
訳したいが、「民族学」と
訳したほうが良いという意
見もあり決めかねている。

昭和 4 年（1929） 9 月24、25日
「東北と郷土研究」
仙台放送局の連続講義

「民俗学」「民俗誌」 「庶民生活誌」
（Folklore は Ethnology の一
分野と考えていた）

昭和 6 年（1931）
「郷土研究の将来」
『国史と民俗学』（1944、六人社）

「比較民族学」 「一国民俗学」
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四
　
民
俗
学
理
論
書
に
み
る
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学

（
1
）「
民
間
伝
承
論
を
学
ぶ
会
」
の
連
続
講
義

　

第
三
節
で
み
た
よ
う
に
、
柳
田
はEthnology

とFolklore

に
対
す
る
翻
訳
に
揺
れ
を
見
せ
て
い
た
。
そ
れ
は
民
俗
学
理
論
の
構

築
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
。
柳
田
は
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
九
月
十
四
日
か
ら
十
二
月
十
四
日
ま
で
民
間
伝
承
論
の
講
義
を

し
て
い
た
。
毎
週
木
曜
日
の
午
前
九
時
か
ら
正
午
頃
ま
で
成
城
の
柳
田
家
の
書
斎
「
喜
談
書
屋
」
で
、
約
三
時
間
に
わ
た
っ
て
講
義

が
行
わ
れ
て
い
た
。
聞
き
手
は
、
後
藤
興
善
、
大
藤
時
彦
、
大
間
知
篤
三
、
杉
浦
健
一
、
比
嘉
春
潮
ら
で
あ
っ
た
。
翌
昭
和
九
年

（
一
九
三
四
）
か
ら
始
ま
る
山
村
調
査
で
活
躍
す
る
若
手
研
究
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
筆
記
は
後
藤
興
善
が
担
当
し
た
。
そ
こ
で
柳
田
は

以
下
の
よ
う
に
語
っ
た
（
傍
線
筆
者
）。

日
本
で
は
将
来
完
成
す
べ
き
フ
ォ
ク
ロ
ア
の
学
問
を
民
俗
学
と
訳
さ
う
と
い
ふ
説
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
私
は
反
対
し
な
い
。
又

そ
の
範
囲
が
旧
い
二
三
の
国
よ
り
も
広
く
な
つ
て
も
趣
意
さ
へ
一
貫
し
て
居
れ
ば
結
構
だ
と
思
ふ
。
た
ゞ
一
つ
の
条
件
は
是
と
一

面
の
類
似
を
も
ち
、
し
か
も
方
法
と
本
質
の
異
る
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
を
「
民
族
学
」
と
同
音
で
訳
し
て
は
困
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

〔
柳
田　

一
九
九
八
ｄ　

三
二
〕。

　

上
記
を
見
る
と
、
柳
田
は
「Folklore

＝
民
俗
学
」
は
諾
で
あ
る
が
、「Ethnology

＝
民
族
学
」
は
否
と
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、

二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
が
並
立
す
る
の
は
困
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。『
民
間
伝
承
論
』
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）

八
月
二
十
日
で
あ
っ
た
。
柳
田
が
若
手
の
研
究
者
の
前
で
語
っ
た
こ
と
は
、
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
へ
の
懸
念
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
数
か
月
後
、
柳
田
の
懸
念
が
現
実
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
翻
訳
の
主
張
が
遅
れ
た
と
も
言
え
る
。
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こ
の
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
始
ま
る
山
村
調
査
に
あ
た
っ
て
、
同
年
四
月
に
柳
田
の
書
斎
に
「
郷
土
生
活
研
究
所
」
を
設
置

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
組
織
は
名
目
的
と
は
言
え
、
対
外
的
に
は
公
式
の
組
織
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
民
族
学
系
の
人
た
ち

が
大
き
く
反
応
し
、
そ
れ
が
民
族
学
会
の
結
成
を
刺
激
し
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
2
）『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』
に
お
け
る
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学

　

柳
田
は
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
八
月
十
八
日
刊
行
の
『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』
の
中
で
、「
一
国
民
俗
学
」
に
つ
い
て
、
以
下

の
よ
う
に
説
明
し
た
（
傍
線
筆
者
）。

自
国
人
が
同
胞
の
間
の
伝
承
を
採
集
調
査
す
る
の
が
フ
ォ
ル
ク
ス
ク
ン
デ
、
前
者
即
ち
ど
こ
と
な
く
弘
く
他
民
族
の
生
活
を
記
述

す
る
も
の
が
フ
ェ
ル
ケ
ル
ク
ン
デ
と
呼
ば
れ
て
居
る
。（
中
略
）
独
逸
人
が
発
明
し
た
こ
の
自
他
内
外
二
つ
の
学
問
は
、
実
際
適
切

な
る
訳
字
の
選
定
に
難
儀
を
す
る
。
私
は
か
り
に
フ
ォ
ル
ク
ス
ク
ン
デ
の
方
を
一
国
民
俗
誌
学
、
ま
た
は
日
本
民
俗
誌
学
、
今
一

つ
の
フ
ェ
ル
ケ
ル
ク
ン
デ
を
万
国
民
俗
誌
学
、
も
し
く
は
誤
解
の
虞
が
な
い
な
ら
ば
比
較
民
俗
誌
学
と
名
け
て
置
い
て
、
他
日
も

つ
と
好
い
語
が
あ
つ
た
ら
取
替
へ
る
こ
と
に
し
よ
う
と
思
ふ
。
さ
う
し
て
こ
の
知
識
が
十
分
に
整
理
せ
ら
れ
、
一
つ
の
体
系
を
以

て
こ
れ
に
臨
む
こ
と
が
出
来
、
た
と
へ
ば
フ
ォ
ル
ク
ス
レ
エ
レ
と
い
ふ
語
が
用
ゐ
ら
れ
て
も
よ
い
時
節
が
来
た
ら
、
始
め
て
我
国

で
も
堂
々
と
日
本
民
俗
学
と
名
乗
っ
て
も
、
未
だ
必
ず
し
も
遅
し
と
せ
ぬ
で
あ
ろ
う
と
信
ず
る
。〔
柳
田　

一
九
九
八
ｄ　

二
三
二
～

二
三
三
〕

　

同
書
を
見
て
い
く
と
、
柳
田
は
「
日
本
民
俗
学
」
の
用
語
の
使
用
に
関
し
て
は
大
変
慎
重
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
、
昭
和
十
年

（
一
九
三
五
）
が
大
事
な
エ
ポ
ッ
ク
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
を
い
く
つ
か
の
事
例
か
ら
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
大
藤
時
彦

『
柳
田
國
男
入
門
』
に
、
以
下
の
記
載
が
見
ら
れ
る
（
傍
線
筆
者
）。
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柳
田
先
生
は
民
俗
学
を
広
義
の
人
類
学
に
包
括
す
べ
き
も
の
と
し
て
論
せ
ら
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
後
年
に
な
る
と

史
学
と
し
て
の
民
俗
学
と
い
う
立
場
を
強
調
せ
ら
れ
る
言
説
が
多
く
な
っ
た
。
そ
の
代
表
的
な
著
作
は
昭
和
十
九
年
に
出
版
に
な
っ

た
『
国
史
と
民
俗
学
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
最
初
（
昭
和
十
年
）
岩
波
日
本
歴
史
講
座
の
た
め
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
史
学

の
い
わ
ゆ
る
無
記
録
地
帯
を
解
明
す
る
民
俗
学
の
任
務
を
、
か
な
り
強
い
語
調
で
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
、
史
学
と
し
て

の
民
俗
学
と
い
う
こ
と
は
、
先
生
に
と
っ
て
人
類
学
と
し
て
の
民
俗
学
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
先
に
述
べ
た
『
民
間

伝
承
論
』
は
現
代
史
学
大
系
の
一
冊
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
人
類
学
も
ま
た
史
学
で
あ
る
と
の
言
が
あ
り
、「
今

日
の
史
学
」
な
る
一
節
が
設
け
ら
れ
、
史
学
と
民
俗
学
と
の
関
係
を
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。〔
大
藤　

一
九
七
三　

三
九
〕

　

柳
田
は
、
い
つ
も
史
学
に
対
抗
し
て
い
た
感
が
あ
る
が
、
柳
田
自
身
は
民
俗
学
も
史
学
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
は
考

え
て
い
な
か
っ
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
大
藤
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
柳
田
は
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
時
点
に
お
い
て
、
民
俗
学

は
人
類
学
に
包
括
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
後
に
、「
史
学
と
し
て
の
民
俗
学
」
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。

五
　「
一
国
民
俗
学
」
と
「
世
界
民
俗
学
」
の
使
用
例

　

柳
田
國
男
は
、『
民
間
伝
承
論
』
の
中
で
、「
一
国
民
俗
学
」
と
「
世
界
民
俗
学
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る

（
傍
線
筆
者
）。

我
々
の
民
間
伝
承
論
が
、
こ
の
広
義
の
人
類
学
の
中
に
、
ど
れ
だ
け
の
分
野
を
現
在
は
持
つ
て
居
る
か
、
且
つ
又
ど
れ
迄
の
役
目

を
果
す
の
が
相
当
で
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
は
、
不
幸
に
し
て
今
は
ま
だ
二
つ
の
別
々
の
問
題
で
あ
る
。
私
た
ち
は
実
着
の
歩
み
を

踏
み
し
め
て
行
く
為
に
、
特
に
先
づ
一
国
民
俗
学
の
確
立
を
期
し
、
是
に
よ
つ
て
将
来
の
世
界
民
俗
学
の
素
地
を
用
意
し
、
是
に
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働
く
人
々
の
習
練
に
資
す
る
を
順
序
と
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
序
幕
に
於
て
す
ら
も
、
既
に
色
々
の
妨
碍
に
出
逢
つ
て
居

る
。 

是
を
総
世
界
の
人
間
研
究
に
押
し
拡
め
得
な
い
や
う
な
方
法
が
、
民
俗
学
の
名
を
占
有
し
て
ゐ
る
。
人
類
学
と
の
連
絡
は
一

向
に
省
み
ら
れ
て
居
な
い
。〔
柳
田　

一
九
九
八
ｃ　

二
五
〕

　

こ
こ
に
記
し
た
の
は
、「
一
国
民
俗
学
」
の
提
唱
で
あ
り
、「
世
界
民
俗
学
」
へ
の
展
望
を
語
っ
た
部
分
で
あ
る
。
柳
田
に
と
っ
て
、

民
俗
学
「
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」
と
民
族
学
「
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
」
と
の
婚
約
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
究
極
の
理
想
だ
っ
た
可
能
性
も
あ

る
〔
高
木　

二
〇
一
八　

二
三
～
二
四
〕。
岩
本
通
弥
は
、
論
文
「『
民
俗
』
概
念
考
―
柳
田
國
男
が
一
国
民
俗
学
を
唱
え
る
と
き
―
」

の
中
で
、Ethnology

に
「
民
俗
学
」
を
宛
て
た
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
た
（
傍
線
筆
者
）。

外
国
の
事
情
に
疎
か
っ
た
柳
田
が
、
そ
の
自
己
評
価
を
一
変
さ
せ
る
の
は
、
一
九
二
一
年
か
ら
の
訪
欧
に
よ
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
滞
在

以
降
で
あ
っ
た
。
帰
国
後
、
岡
正
雄
ら
と
雑
誌
『
民
族
』
を
立
ち
上
げ
て
、「
フ
オ
ク
ロ
ア
と
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
と
の
婚
約
」
を
説
き
、

一
九
二
六
年
か
ら
一
九
三
二
年
の
間
はEthnology

を
「
民
俗
学
」
に
宛
て
た
こ
と
は
、
前
稿
で
詳
論
し
た
の
で
、
繰
り
返
さ
な

い
。〔
岩
本　

二
〇
二
一　

一
五
八
～
一
五
九
〕

　

岩
本
は
、「
フ
オ
ク
ロ
ア
と
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
と
の
婚
約
」
を
説
い
た
と
い
う
が
、
そ
れ
は
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
の
『
民
間
伝
承

論
』
の
中
で
あ
っ
た
。
雑
誌
『
民
族
』
は
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
の
創
刊
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
九
年
間
の
時
間
差
が
あ
る
。
岩

本
は
「
前
稿
で
詳
論
し
た
」
と
書
く
が
、
ど
の
論
文
を
指
し
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
別
の
場
所
で
「
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク

ガ
ク
の
統
合
は
一
九
三
二
年
に
放
棄
さ
れ
る
」
と
書
い
て
い
る
〔
岩
本　

二
〇
二
一　

一
七
八
〕。
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
が
な
ぜ

放
棄
し
た
年
と
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
理
由
を
示
し
て
い
な
い
。
推
測
で
は
あ
る
が
、
柳
田
は
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
の
「
食
物
と

心
臓
」
の
中
で
「
一
国
民
俗
学
」
を
語
っ
て
お
り
、
そ
の
時
点
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。



74
　

こ
の
「
一
国
民
俗
学
」
に
関
し
て
、
佐
藤
健
二
が
『
柳
田
国
男
の
歴
史
社
会
学
―
続
・
読
書
空
間
の
近
代
―
』
の
中
で
詳
し
く
論

じ
て
い
る
。
佐
藤
は
『
定
本
柳
田
國
男
集
』
を
検
索
し
た
結
果
、「
一
国
民
俗
学
」
の
使
用
は
「
食
物
と
心
臓
」
を
初
出
と
し
て
い

る
。
佐
藤
に
よ
れ
ば
、「
一
国
民
俗
学
」
の
使
用
は
単
な
る
便
宜
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
〔
佐
藤　

二
〇
一
五　

二
一
七
〕。
佐

藤
は
以
下
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
い
る
。

一
九
三
〇
年
代
の
「
一
国
民
俗
学
」
は
、
耳
で
聞
い
た
ら
区
別
で
き
な
い
二
つ
の
「
ミ
ン
ゾ
ク
ガ
ク
」（
民
俗
学
・
民
族
学
）
の
密

接
な
交
流
を
論
ず
る
た
め
の
便
宜
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
も
民
族
学
を
「
万
国
民
俗
学
」
と
位
置
づ
け
、
目
標
を
「
世
界
民
俗

学
」
に
す
え
た
配
置
で
の
「
一
国
民
俗
学
」
の
こ
と
あ
げ
で
あ
っ
た
。〔
佐
藤　

二
〇
一
五　

二
二
〇
〕

　

こ
の
指
摘
に
関
し
て
、
岩
本
は
佐
藤
の
見
解
に
異
を
唱
え
て
い
る
〔
岩
本　

二
〇
二
一　

一
七
八
〕。
し
か
し
、
岩
本
論
文
は
説

得
力
の
あ
る
反
論
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
佐
藤
に
よ
る
と
、「
一
国
民
俗
学
」
の
使
用
例
の
多
く
は
一
九
四
〇
年
以
降
で
、
戦
後
の

ほ
う
が
多
い
と
い
う
。
筆
者
は
、「
一
国
民
俗
学
」
の
理
解
に
関
し
て
は
佐
藤
の
見
解
を
支
持
し
て
お
き
た
い
。

六
　
多
様
な
意
味
を
含
む
「
民
俗
」
と
い
う
用
語

　

柳
田
國
男
は
、「
民
俗
」
と
い
う
用
語
の
使
用
を
躊
躇
し
た
時
期
が
あ
っ
た
。
岩
本
通
弥
の
「
民
俗
・
風
俗
・
殊
俗
―
都
市
文
明

史
と
し
て
の
『
一
国
民
俗
学
』―
」
に
よ
る
と
、
民
俗
と
は
「
民
情
風
俗
」
で
あ
っ
て
、
政
府
や
各
県
は
民
俗
を
民
情
の
風
俗
と
し

て
扱
い
、
風
俗
が
開
化
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
民
情
が
質
素
で
奢
侈
に
陥
っ
て
い
な
い
か
を
問
う
て
い
た
。
柳
田
は
、
そ
の
よ
う
な

政
治
的
用
語
を
避
け
て
「
殊
俗
誌
」
を
用
い
た
と
い
う
〔
岩
本　

一
九
九
八
ａ　

二
九
〕。
し
か
し
伊
藤
幹
治
も
指
摘
し
て
い
る
が
、

柳
田
が
政
治
的
用
語
と
し
て
の
「
民
俗
」
を
い
つ
使
用
し
た
か
と
い
う
疑
問
に
岩
本
は
答
え
て
い
な
か
っ
た（

6
）。
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そ
の
後
、
岩
本
は
「『
民
俗
』
概
念
考
―
柳
田
國
男
が
一
国
民
俗
学
を
唱
え
る
と
き
―
」
の
中
で
、「
民
俗
」
の
用
語
の
整
理
を
試

み
、
古
代
か
ら
近
代
ま
で
の
歴
史
的
使
用
例
を
考
察
し
た
〔
岩
本　

二
〇
二
一
〕。
同
論
文
は
労
作
で
あ
り
筆
者
も
教
唆
を
受
け
て

い
る
。
岩
本
は
詳
細
な
事
例
分
析
の
結
果
、「
民
俗
」
の
使
用
例
を
一
〇
種
類
に
分
類
し
た
。
古
代
の
用
例
は
、
①
民
衆
そ
の
も
の
、

②
民
衆
の
暮
ら
し
ぶ
り
の
総
体
、
で
あ
っ
た
。
近
世
期
の
用
例
は
、
③
民
情
・
気
質
・
土
地
柄
の
意
味
、
④
民
の
習
い
、
⑤
平
民
・

百
姓
、
で
あ
る
。
近
代
の
用
例
は
、
⑥
民
種
（
種
族
）
の
意
味
、
⑦
民
族
性
、
国
民
性
の
意
味
で
あ
る
。
さ
ら
に
⑧
民
族
の
意
味
、
⑨

教
化
の
対
象
と
す
べ
き
自
民
族
の
同
胞
（
＝
啓
蒙
す
べ
き
平
民
）、
⑩
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
意
味
を
提
示
し
た
〔
岩
本　

二
〇
二
一　

一
六
五
～
一
七
二
〕。
岩
本
は
、
①
か
ら
⑩
ま
で
を
時
系
列
に
沿
っ
て
詳
細
な
解
説
を
試
み
た
が
、「
民
俗
」
の
用
例
を
古
代
か
ら
論

じ
た
た
め
に
論
点
が
ぼ
や
け
て
し
ま
っ
た
。

　

近
世
期
に
お
け
る
「
民
俗
」
の
用
例
は
、
③
民
情
・
気
質
・
土
地
柄
の
意
味
、
④
民
の
習
い
、
⑤
平
民
・
百
姓
、
で
あ
っ
た
。
近

代
に
入
る
と
開
国
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
国
家
や
民
族
を
考
察
す
る
傾
向
が
出
て
、
⑥
民
種
（
種
族
）
の
意
味
、
⑦
民
族
性
、
国
民
性

の
意
味
が
加
わ
っ
た
。
問
題
は
、
⑥「
民
種
（
種
族
）」
と
⑦「
民
族
性
、
国
民
性
」
に
関
す
る
理
解
で
あ
る
。「
民
俗
」
を
「
民
種
（
種

族
）」
と
理
解
す
れ
ば
、「Ethnology

＝
民
俗
」
と
な
る
。
一
方
、
近
世
期
に
み
ら
れ
た
、
③「
民
情
・
気
質
・
土
地
柄
」
や
④「
民

の
習
い
」
の
意
義
を
強
調
す
れ
ば
、「Ethnolog

≠

民
俗
」
と
な
る
。
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
近
代
に
お
け
る
「
民
俗
」
の
翻
訳

の
問
題
に
尽
き
る
の
で
あ
る
。
柳
田
は
、
近
世
期
の
用
例
を
熟
知
し
て
い
た
た
め
に
、
近
世
の
用
例
と
近
代
の
用
例
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

に
目
を
奪
わ
れ
て
翻
訳
を
決
め
か
ね
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

政
治
課
題
と
し
て
の
「
民
俗
」
に
関
し
て
は
、
室
井
康
成
が
既
に
『
柳
田
国
男
の
民
俗
学
構
想
』
で
論
じ
て
い
る
。
室
井
に
よ
る

と
、
柳
田
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
「
民
俗
」
を
多
用
し
て
お
ら
ず
、
使
用
す
る
際
の
「
民
俗
」
は
、
政
治
的
課
題
そ
の
も
の
で
あ
っ
た

と
い
う
。
そ
し
て
、「
民
俗
」
の
初
出
は
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
と
推
定
さ
れ
る
『
農
政
学
』
に
出
て
く
る
〔
室
井　

二
〇
一
〇　

九
九
〕。
該
当
部
分
は
「
農
産
物
の
種
類
は
風
土
気
候
の
影
響
を
受
け
又
は
民
俗
に
基
き
て
各
国
同
じ
か
ら
ず
」
と
記

さ
れ
て
い
る
〔
柳
田　

一
九
九
九　

二
一
三
〕。
こ
の
場
合
の
「
民
俗
」
と
は
、
明
ら
か
に
土
地
柄
あ
る
い
は
気
候
風
土
で
あ
る
。
柳
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田
が
認
識
・
理
解
し
て
い
た
「
民
俗
」
は
、
岩
本
が
指
摘
し
た
近
世
期
の
「
民
俗
」
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
③
「
民
情
・
気
質
・
土

地
柄
」
や
④「
民
の
習
い
」
で
あ
る
。
柳
田
の
該
博
な
近
世
的
知
識
が
外
国
か
ら
の
新
し
い
概
念
の
翻
訳
に
際
し
て
足
枷
に
な
っ
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

七
　
日
本
民
族
学
会
の
設
立
と
そ
の
影
響

（
1
）
日
本
民
族
学
会
の
設
立

　

柳
田
が
懸
念
し
て
い
た
「
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
」
の
問
題
は
、
日
本
民
族
学
会
の
設
立
に
よ
っ
て
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。
昭
和

九
年
（
一
九
三
四
）
十
一
月
十
日
、
発
起
人
会
が
開
催
さ
れ
て
「
我
国
に
於
け
る
民
族
学
の
研
究
を
振
興
し
そ
の
国
際
的
連
絡
を
計

る
を
以
て
目
的
」
と
す
る
日
本
民
族
学
会
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
学
会
設
立
は
、
柳
田
に
と
っ
て
衝
撃
的
な
出
来
事

で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
れ
に
関
連
し
た
感
想
が
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
三
月
十
五
日
に
刊
行
さ
れ
た
『
国
史
と
民
俗
学
』（
六
人

社
）
の
「
自
序
」
に
書
か
れ
る
。
柳
田
は
、
以
下
の
よ
う
な
感
想
を
述
べ
た
（
傍
線
筆
者
）。

予
め
言
ひ
わ
け
を
し
て
置
き
た
い
の
は
、
十
四
五
年
以
前
、「
郷
土
研
究
の
将
来
」
を
公
表
し
た
頃
に
は
、
私
は
民
俗
学
と
民
族
学

と
、
こ
の
二
つ
の
学
問
の
接
続
は
も
つ
と
容
易
な
こ
と
の
様
に
楽
観
し
て
居
た
。
と
こ
ろ
が
実
際
は
寧
ろ
距
離
が
遠
く
な
り
、
一

方
は
一
つ
の
民
族
の
内
部
の
生
活
に
、
次
か
ら
次
へ
と
興
味
あ
る
問
題
が
発
見
せ
ら
れ
る
の
に
釣
込
ま
れ
て
、
外
へ
出
て
働
く
余

裕
を
欠
き
、
他
の
一
方
は
又
日
本
以
外
の
諸
民
族
に
、
学
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
余
り
に
多
く
な
つ
た
の
で
、
そ
れ
を
確
実
に
す

る
必
要
か
ら
、
今
は
ま
だ
内
外
彼
此
の
比
較
綜
合
を
後
ま
は
し
に
し
て
居
る
。
完
全
な
る
分
業
は
な
ほ
続
い
て
居
る
。
し
か
も
両

者
は
耳
で
聴
け
ば
同
じ
言
葉
、
印
刷
所
は
当
然
の
や
う
に
誤
植
を
す
る
の
で
あ
る
。
斯
う
い
ふ
状
態
が
来
よ
う
と
は
私
は
思
は
な

か
つ
た
の
で
、
二
つ
を
文
字
ま
で
同
じ
語
に
し
て
、
一
方
を
一
国
民
俗
学
、
他
方
を
比
較
民
俗
学
と
、
呼
べ
ば
よ
か
ら
う
位
に
き
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め
込
ん
で
居
た
の
で
あ
る
。
新
ら
し
い
学
問
の
名
称
な
ど
は
、
も
と
〳
〵
符
号
だ
か
ら
ど
う
き
め
て
も
よ
く
又
話
し
合
ひ
で
変
へ

ら
れ
る
の
で
あ
つ
た
。
然
る
に
一
方
に
は
官
立
の
研
究
所
、
公
認
の
学
会
も
出
来
た
上
は
、
羽
翼
す
で
に
成
る
、
も
う
動
か
す
こ

と
は
不
可
能
で
あ
ら
う
し
、
こ
ち
ら
は
又
別
な
の
だ
か
ら
別
の
名
を
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
是
も
さ
う
簡
単
に
は
適
当
な
名
称
が

見
つ
か
ら
な
い
上
に
、
我
々
は
ま
だ
将
来
の
希
望
を
棄
て
ず
に
居
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
臨
機
の
処
置
と
し
て
は
、
仮
に
最
初
の

文
章
に
民
俗
学
と
書
い
た
も
の
を
、
民
族
学
と
改
め
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
是
の
み
は
誤
植
で
は
無
い
の
だ
が
、
た
ゞ
其
中

に
は
今
日
謂
ふ
所
の
日
本
民
俗
学
、
即
世
界
の
諸
民
族
を
連
ね
て
、
文
化
の
展
開
を
推
究
す
る
場
合
に
、
そ
の
学
者
の
属
す
る
一

国
の
経
歴
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
か
ら
出
発
し
よ
う
と
い
ふ
私
た
ち
の
事
業
が
、
包
容
せ
ら
れ
る
も
の
と
解
し
て
貰
は
ぬ
と
や
ゝ

解
り
に
く
い
か
も
知
れ
な
い
。〔
柳
田　

一
九
九
八
ｅ　

八
六
～
八
七
〕

　

上
記
に
は
、
柳
田
が
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
九
月
、『
郷
土
科
学
講
座
』
第
一
冊
に
収
録
し
た
「
郷
土
研
究
の
将
来
」
を
『
国
史

と
民
俗
学
』
へ
収
録
す
る
あ
た
っ
て
、
用
語
の
訂
正
を
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
柳
田
は
臨
時
の
処
置
と
し
て
、
仮
に
最
初
の
文

章
で
「
民
俗
学
」
と
書
い
た
も
の
は
「
民
族
学
」
に
変
更
す
る
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。Ethnology

を
「
民
俗
学
」
と
翻
訳
し
て
い
た

も
の
を
修
正
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
翻
訳
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
決
着
を
付
け
な
か
っ
た
た
め
に
生
じ
て
し
ま
っ
た
事

後
処
理
で
あ
っ
た
。
ス
ー
パ
ー
エ
リ
ー
ト
で
自
信
家
で
あ
っ
た
柳
田
に
と
っ
て
は
、
慚
愧
に
堪
え
な
い
出
来
事
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
『
定
本
柳
田
國
男
集
』
二
五
巻
に
「
郷
土
研
究
の
将
来
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
論
文
は
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
九
月
刊

行
の
『
郷
土
科
学
講
座
』
第
一
冊
に
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
定
本
柳
田
國
男
集
』
二
五
巻
の
「
郷
土
研
究
の
将
来
」
と
新
版

の
『
柳
田
國
男
全
集
』
一
四
巻
の
「
郷
土
研
究
の
将
来
」
を
比
べ
て
み
る
と
、「
民
俗
学
」
を
「
土
俗
学
」
に
変
更
し
た
事
実
な
ど

が
確
認
で
き
る
。

　

柳
田
は
、
少
な
く
と
も
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
時
点
で
は
、
民
俗
学
を
「
一
国
民
俗
学
」、
民
族
学
を
「
比
較
民
俗
学
」
と
翻
訳

す
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
官
立
の
研
究
所
」
と
「
公
認
の
学
会
」
が
出
来
た
の
で
事
態
が
急
変
し
て
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し
ま
っ
た
。「
官
立
の
研
究
所
」
と
は
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
に
設
立
さ
れ
た
文
部
省
直
轄
の
民
族
学
研
究
所
を
指
し
て
い
る
。

「
公
認
の
学
会
」
と
は
、「
日
本
民
族
学
協
会
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
柳
田
はEthnology

の
訳
語
と
し
て
い
た
「
民
俗

学
」
を
、「
民
族
学
」「
比
較
民
族
学
」「
土
俗
学
」
に
訂
正
し
た
。Ethnography

の
訳
語
と
し
て
の
「
民
俗
誌
」
は
「
土
俗
誌
」

に
訂
正
し
た
。
ド
イ
ツ
語
の
フ
ェ
ル
カ
ー
ク
ン
デ
の
訳
語
「
比
較
民
俗
誌
」
は
「
比
較
民
族
誌
」
に
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ク
ン
デ
の
「
一

国
民
族
誌
学
」
は
、「
一
国
民
俗
誌
学
」
に
書
き
替
え
た
。
柳
田
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
学
術
用
語
の
翻
訳
に
逡
巡
し
て
い
た
が
、
急

な
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
柳
田
が
述
べ
た
よ
う
に
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
十
一
月
に
日
本
民
族
学
会

が
設
立
さ
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
と
は
言
っ
て
も
、
柳
田
が
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
か
ら
山
村
調
査
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
「
郷
土
生
活
研
究
所
」
を
名
目
的
に
設
置
し
た
こ
と
が
、
民
族
学
会
が
独
立
す
る
大
き
な
引
き
金
に
な
っ

た
可
能
性
も
高
い
の
で
あ
る
。

　

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』
の
書
誌
紹
介
が
『
民
間
伝
承
』
一
号
の
書
誌
紹
介
欄
に
載
る
。

そ
の
執
筆
者
は
柳
田
本
人
で
あ
る
。
な
ぜ
本
人
が
自
ら
の
書
籍
を
紹
介
す
る
文
章
を
書
い
た
の
か
。
そ
れ
は
「
民
族
学
」
を
「
民
俗

学
」
と
改
め
、
フ
ォ
ク
ロ
ア
を
「
日
本
民
俗
学
」
と
呼
ぶ
と
い
う
提
案
は
時
期
が
早
い
の
で
採
用
し
な
い
と
わ
ざ
わ
ざ
明
言
す
る
こ

と
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
日
本
民
族
学
会
の
設
立
を
意
識
し
た
文
章
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
、
柳
田
の
頭
の
中
でEthnol-

ogy

の
翻
訳
は
「
民
族
学
」
に
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
、
柳
田
を
中
心
と
す
る
「
民
間
伝
承
論
を
学
ぶ
会
」
は
、
渋
沢
敬
三
の
ア
チ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
関
係
者
と
情
報
交
換
な

ど
の
協
力
関
係
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
も
っ
と
早
く
自
分
た
ち
の
学
問
の
名
称
は
、「
民
俗
学
」
で
あ
る
と
高
ら
か
に
宣

言
し
て
お
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
柳
田
が
理
論
に
弱
い
と
か
、
西
洋
の
学
問
に
疎
い
と
い
う
次
元
の
問
題
で
は
な
い
と

思
う
。
柳
田
と
折
口
は
、
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
を
独
立
の
学
問
と
し
て
主
張
す
る
こ
と
に
極
め
て
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
き
た
。
な
ぜ
長

い
間
に
わ
た
っ
て
逡
巡
し
て
き
た
の
か
と
い
う
学
問
的
な
問
い
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
柳
田
は
、「
郷
土
研
究
の
将
来
」
で
以

下
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（
傍
線
筆
者
）。
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我
々
は
い
つ
も
翻
訳
の
為
に
悩
ま
さ
れ
て
居
る
。
一
度
気
ま
ぐ
れ
に
き
め
て
し
ま
つ
た
用
語
が
、
却
つ
て
後
々
の
理
解
を
妨
げ
て

居
る
例
は
、
土
俗
学
で
も
考
古
学
で
も
皆
さ
う
の
や
う
で
あ
る
。
フ
オ
ク
ロ
ア
と
い
ふ
語
な
ど
も
、
当
初
英
国
の
二
三
子
に
由
つ

て
採
用
せ
ら
れ
た
時
の
意
味
と
、
現
在
の
心
持
と
は
余
程
変
つ
て
居
る
の
み
な
ら
ず
、
其
中
間
に
も
亦
何
度
か
の
推
移
が
あ
つ
た

故
に
、
下
手
に
通
弁
す
れ
ば
ど
れ
か
を
取
落
す
懸
念
が
あ
る
の
で
、
ど
こ
の
国
で
も
今
に
原
の
語
を
使
つ
て
居
る
。
私
は
是
が
エ

ス
ノ
ロ
ジ
ー
の
土
俗
学
と
合
体
し
て
、
一
つ
の
学
問
と
な
る
時
ま
で
、
そ
れ
も
格
別
遠
い
未
来
で
も
無
い
ら
し
い
か
ら
、
先
づ
此

侭
に
し
て
置
く
方
が
便
利
だ
ら
う
と
思
つ
て
居
る
が
、
人
に
よ
つ
て
は
之
を
俚
伝
学
と
謂
つ
た
り
、
又
実
質
に
基
づ
い
て
民
間
伝

承
学
と
も
言
つ
た
り
す
る
。
実
際
は
ま
だ
独
立
し
た
一
派
の
学
で
は
無
い
の
で
あ
る
。〔
柳
田　

一
九
九
八
ｅ　

一
三
九
〕

　

当
時
の
柳
田
の
考
え
は
、
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
既
に
大
藤
時
彦
が
『
日
本
民
俗
学
史
話
』
の
中
で
指
摘
し
て

い
る
〔
大
藤　

一
九
九
〇　

五
二
～
五
三
〕。「
民
族
学
」
が
急
成
長
し
た
背
景
に
は
、
日
本
を
め
ぐ
る
国
際
環
境
が
大
き
く
作
用
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
満
州
事
変
が
起
こ
っ
て
、
日
本
は
十
五
年
戦
争
に
突
入
し
た
時
代
背
景
が
あ
る
。
民
族
学
会
が
設
立
さ
れ

た
と
き
、
日
本
は
植
民
地
時
代
に
突
入
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
結
果
論
で
あ
る
が
、
民
間
伝
承
の
会
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
戦

争
協
力
の
問
題
に
ほ
と
ん
ど
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
民
間
伝
承
の
会
即
ち
民
俗
学
の
立
場
が
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
扱

わ
な
か
っ
た
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

（
2
）
ミ
ン
ゾ
ク
学
の
分
立

　

雑
誌
『
民
族
』
は
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
十
一
月
に
創
刊
し
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
休
刊
と
な
っ
た
。
時
を
置
か
ず
、

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
七
月
に
は
、
雑
誌
『
民
俗
学
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
雑
誌
名
に
使
わ
れ
た
「
民
族
」
と
「
民
俗
学
」
の
用
語
に

関
し
、
当
時
の
学
問
環
境
で
は
、「
民
族
学
」
は
エ
ト
ノ
ス
（ethnos

）
と
し
て
の
民
族
の
文
化
を
対
象
に
す
る
学
問
と
理
解
さ
れ
て

い
た
。
一
方
、「
民
俗
学
」
は
ネ
イ
シ
ョ
ン
（nation

）
と
し
て
の
民
族
の
中
に
伝
承
さ
れ
る
民
俗
を
対
象
と
す
る
学
問
で
あ
る
と
考
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え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
現
在
の
学
問
環
境
か
ら
み
る
と
、
定
義
の
理
解
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　

民
族
学
と
民
俗
学
と
い
う
二
つ
の
組
織
は
、
制
度
的
に
も
分
離
し
た
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
十
一
月
に
日
本
民
族
学
会
が
設

立
さ
れ
、
翌
十
年
（
一
九
三
五
）
一
月
に
は
会
誌
『
民
族
学
研
究
』
が
創
刊
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
てEthnology

の

学
問
は
、
日
本
で
は
「
民
族
学
」
の
名
称
と
し
て
確
定
し
た
。
一
方
、
民
俗
学
の
ほ
う
で
は
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
七
月
三
十
一

日
か
ら
八
月
六
日
ま
で
七
日
間
連
続
の
「
日
本
民
俗
学
講
習
会
」
が
日
本
青
年
館
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
講
義
に
参
加
し
た
人
た
ち

の
熱
望
に
よ
っ
て
「
民
間
伝
承
の
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
雑
誌
『
民
間
伝
承
』
の
創
刊
は
そ
の
翌
年
で
あ
っ
た
〔
伊
藤　

二
〇
〇
六　

一
六
〕。
つ
ま
り
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
、「
民
族
学
」（
日
本
民
族
学
会
、
二
〇
〇
四
年
に
日
本
文
化
人

類
学
会
と
改
称
）
と
「
民
俗
学
」（
民
間
伝
承
の
会
、
一
九
四
九
年
に
日
本
民
俗
学
会
と
改
称
）
と
い
う
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
は
、
制
度
上

に
お
い
て
分
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
会
員
に
は
両
方
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
に
重
複
所
属
す
る
例
が
多
々
見
ら
れ
た
が
、
制
度
上
は
別
組

織
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
の
関
連
は
、
表
2
の
よ
う
に
な
る
（
表
2
参
照
）。

八
　
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
の
類
似
性
と
交
流

　

柳
田
は
、
日
本
民
俗
学
講
習
会
の
五
日
目
、
す
な
わ
ち
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
八
月
四
日
午
前
八
時
か
ら
「
採
集
期
と
採
集
技

能
」
と
題
し
た
講
義
を
行
っ
た（

7
）。

講
義
の
冒
頭
で
、
柳
田
は
以
下
の
よ
う
に
、
幾
分
強
気
な
発
言
を
始
め
た
の
で
あ
る
。

日
本
の
学
界
に
は
ミ
ン
ゾ
ク
ガ
ク
と
い
う
ふ
も
の
が
現
在
は
二
つ
あ
る
。
我
々
は
な
ん
と
し
て
な
り
と
も
、
こ
の
二
者
の
差
別
を

明
か
に
す
べ
き
必
要
に
迫
ら
れ
て
ゐ
る
。
一
番
手
短
か
と
思
は
れ
る
方
法
は
、
何
れ
か
一
方
の
名
を
改
め
る
こ
と
で
あ
る
〔
柳
田　

二
〇
一
〇　

四
一
二
〕
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表 2　二つのミンゾク学の関連年表

年月日 概　要

明治43年（1910） 5 月20日

柳田は『石神問答』（聚精堂）の山中共古宛書簡（第一信）に「民俗学の専
門家出で候は何れの日とも期しがたく候」と書き、喜田貞吉宛書簡（第一五
信）に「何故に諸国到処に此の名の石あるかに就きては別に必ず民俗学上
の理由なかるべからず」と書いた。

明治45年（1912） 5 月 「民俗学会」が創設。

大正 2 年（1913） 1 月 雑誌『郷土研究』が創刊。

大正 2 年（1913） 5 月 民俗学会は雑誌『民俗』を創刊。「本誌の本務」でVolkerkundeとFolklore
を「民俗学」と訳す。

大正10年（1921） 1 月28日 折口は「民間伝承学講義」で、「Folklore を民間伝承学、または民伝学と
いう」と書いた。

大正14年（1925）11月 1 日 雑誌『民族』が創刊。編輯者岡村千秋。民族発行所。

大正15年（1926） 4 月22日 柳田は「民俗学の現状」（日本社会学会講演）で、Folklore を「民俗学」、
Ethnology を「土俗学」と訳した。

大正15年（1926）
柳田は「Ethnology とは何か」で、Ethnology を「民俗学」、エスノグラ
フィー（Ethnography）を「民俗誌」と訳した。

大正15年（1926）11月
西村真次は「『民族』第一巻読後所感」（『民族』 2 巻 1 号）に「私達は『民族』
といふ語を常に『国民』といふ語のシノニムに使つてゐるので、かうした
内容をもつた雑誌には『民俗』とした方がよくないかと思つた」と書いた。

昭和 2 年（1927） 4 月10日
バーン『民俗学概論』（岡正雄訳、岡書院）の「訳者小序」で、岡は folklore
の適確な訳語は無いが、「民俗」「民俗学」と訳す。学問を示す時は「民俗
学」、学問対象を示す時は「民間伝承」を使うとした。

昭和 4 年（1929） 4 月 『民族』 4 巻 4 号で休刊。

昭和 4 年（1929） 7 月 雑誌『民俗学』が創刊。

昭和 4 年（1929） 9 月24、25日 柳田は仙台放送局のラジオで「東北と郷土研究」を話す。Ethnology の翻訳と
して「民俗学」を使った。その内容は、『東北の土俗』（1930年）に収録された。

昭和 6 年（1931） ８ 月１０日
『民俗学』 3 巻 8 号から裏表紙の英文タイトルが「THE JAPANESE 
JOURNAL OF FOLKLORE」から「THE JAPANESE JOURNAL OF 
FOLKLORE & ETHNOLOGY」に変更される。

昭和 7 年（1932） 柳田は「食物と心臓」で「一国民俗学」の用語を用いた。

昭和 8 年（1933） 9 月14日～12月14日 柳田は、民間伝承論の講義で「方法と本質の異るエスノロジ ーを『民族
学』と同音で訳しては困る」と語った。

昭和 9 年（1934） 8 月20日 『民間伝承論』が刊行。

昭和 9 年（1934）11月10日 日本民族学会が成立。翌昭和10年（1935）に雑誌『民族学研究』が創刊。

昭和10年（1935） 7 月31日～ 8 月 6 日 「日本民俗学講習会」開催（日本青年館）。民間伝承の会の設立。翌年、雑
誌『民間伝承』が創刊。

昭和10年（1935） 8 月18日
『郷土生活の研究法』（刀江書院）で、柳田は「Volkskunde＝自国人の民間
伝承の採集・調査⇒ Folklore」、「Volkerkunde＝他民族の生活記述⇒ Eth-
nology」と訳した。

昭和10年（1935）12月 1 日 日本民俗学講習会の記録『日本民俗学研究』（岩波書店）が刊行。

昭和24年（1949） 4 月 1 日 「民間伝承の会」は「日本民俗学会」に名称変更。

平成16年（2004） 4 月 1 日 「日本民族学会」は「日本文化人類学会」に名称変更。
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柳
田
は
「
民
族
学
」
を
「
第
二
の
民
ゾ
ク
学
」
と
表
現
し
、「
土
俗
学
」「
土
俗
誌
」
の
用
語
を
使
お
う
と
思
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。

柳
田
は
、
民
俗
学
を
「
採
集
の
学
」
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
民
族
学
を
「
読
書
の
学
」
で
あ
る
と
す
る
の
が
簡
明
で
あ
る
と
説

明
し
た
の
で
あ
る
。「
土
俗
誌
」
の
中
か
ら
「
土
俗
学
」
が
誕
生
す
る
と
考
え
、「
土
俗
誌
」＝「
民
族
誌
学
」、「
土
俗
学
」＝「
民
族
学
」

と
理
解
す
れ
ば
良
い
だ
ろ
う
な
ど
と
解
説
し
た
。

　

柳
田
は
、
調
査
採
集
の
一
例
と
し
て
衣
食
住
を
取
り
上
げ
た
。
灯
火
の
変
遷
で
は
、「
東
京
か
ら
十
里
余
り
の
一
山
村
で
は
、

十
五
六
年
前
に
も
う
電
灯
で
あ
つ
た
が
、
多
く
の
家
に
は
丸
芯
・
五
分
芯
・
三
分
芯
・
竹
ぼ
や
・
丸
ぼ
や
の
遺
物
が
あ
つ
た
の
み
な

ら
ず
、
紙
行
灯
も
ま
だ
壊
れ
ず
に
あ
つ
た
。
そ
の
行
灯
が
此
辺
で
は
既
に
甚
だ
近
世
の
も
の
で
、
老
人
達
の
幼
時
に
は
松
の
ヒ
デ
を

焚
い
て
居
た
と
い
ひ
、
現
に
石
製
の
ヒ
デ
鉢
と
い
ふ
物
が
、
屋
敷
の
隅
に
転
が
つ
て
ゐ
る
の
を
採
集
し
て
来
た
」
と
述
べ
た
〔
柳
田　

二
〇
一
〇　

四
一
七
〕。
こ
の
事
例
は
、
大
正
七
年
（
一
九
二
八
）
に
柳
田
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
た
神
奈
川
県
内
郷
村
の
共
同
調

査
の
成
果
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
柳
田
は
灯
火
の
変
遷
を
図
化
で
示
し
た
。
こ
の
柳
田
の
解
説
は
、
地
方
か
ら
参
加
し
た
人

に
と
っ
て
は
生
活
上
で
実
感
で
き
る
事
例
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
柳
田
は
、
灯
火
の
歴
史
や
衣
服
の
変
遷
を
語
る
中
で
、
日
本
は
大
体

に
お
い
て
「
松
の
火
時
代
」
や
「
麻
衣
時
代
」
が
久
し
く
続
い
た
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
現
在
ま
で
に
変
化
し
た
過
程
を

調
査
研
究
す
る
こ
と
で
、
文
書
に
頼
ら
な
い
「
国
民
生
活
変
遷
誌
」（
＝「
日
本
民
俗
学
」
の
別
名
）
を
目
指
し
た
い
と
語
っ
た
の
で
あ

る
〔
柳
田　

二
〇
一
〇　

四
二
〇
〕。

　

柳
田
は
、「
実
験
」
と
は
「
観
察
」
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
方
法
と
し
て
比
較
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
柳
田
が
講
演
の
冒
頭
で

「
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
」
に
つ
い
て
語
り
は
じ
め
た
講
演
録
は
、
他
の
人
た
ち
の
講
演
記
録
と
座
談
記
録
を
一
緒
に
し
て
『
日
本
民

俗
学
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年
）
に
収
録
さ
れ
た
。
書
名
に
「
日
本
民
俗
学
」
の
名
称
が
使
わ
れ
た
。
日
本
民
俗
学
講
習
会

の
時
点
で
、
柳
田
は
自
分
た
ち
の
学
問
を
「
日
本
民
俗
学
」
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

　

戦
後
ま
も
な
く
の
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
、
民
間
伝
承
の
会
は
日
本
民
俗
学
会
と
名
称
を
変
更
し
た
。
両
方
と
も
「
ミ

ン
ゾ
ク
」
学
と
発
音
す
る
の
で
同
音
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
関
係
者
が
部
外
者
に
説
明
す
る
と
き
は
、「
家
族
の
族
の
民
族
学
」
と
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か
「
人
偏
の
俗
の
民
俗
学
」
な
ど
と
説
明
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
そ
の
紛
ら
わ
し
さ
は
長
く
続
い
た（

8
）。

日
本
民
族
学
会
も
一
つ
悩
み

が
あ
っ
た
。
世
の
中
は
、
文
化
人
類
学
や
社
会
人
類
学
と
い
っ
た
用
語
が
一
般
化
し
た
が
、
学
会
名
称
は
依
然
と
し
て
「
日
本
民
族

学
会
」
で
あ
っ
た
。「
民
族
学
」
と
「
民
俗
学
」
と
い
う
二
つ
の
学
問
は
、
互
い
に
交
流
を
続
け
な
が
ら
関
係
を
保
っ
て
き
た
。
そ
し

て
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
四
月
、
日
本
民
族
学
会
は
「
日
本
文
化
人
類
学
会
」
と
名
称
変
更
を
行
っ
た
。
雑
誌
名
は
『
文
化

人
類
学
』
と
し
、
巻
号
は
旧
雑
誌
の
番
号
を
引
き
継
い
だ
。
こ
の
時
点
で
、
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
の
同
音
に
よ
る
区
別
の
紛
ら
わ
し

さ
は
解
消
さ
れ
た
。
名
称
変
更
に
よ
っ
て
兄
弟
の
学
会
で
あ
る
と
い
う
説
明
は
不
要
と
な
っ
た（

9
）。

ま
と
め

　

本
研
究
は
、
柳
田
國
男
が
海
外
の
学
問
を
ど
う
受
容
し
た
か
を
考
察
し
た
結
果
、
柳
田
が
思
索
の
過
程
で
何
度
も
翻
訳
を
二
転
三

転
さ
せ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
柳
田
の
思
索
の
揺
れ
は
、
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
の
問
題
を
浮
き
彫
り
に
さ
せ
て
い
る
。
柳
田
が

「
民
俗
学
」
の
使
用
を
逡
巡
し
た
理
由
は
、「
民
俗
」
と
い
う
用
語
が
近
世
期
に
「
民
情
風
俗
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
熟

知
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
そ
の
用
語
の
受
け
入
れ
に
躊
躇
し
て
い
た
。

　

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
七
月
、
雑
誌
『
民
俗
学
』
が
発
刊
さ
れ
た
。
こ
れ
は
「
民
俗
学
会
」
の
組
織
が
発
行
主
体
で
、Ethnology

関
係
の
人
が
多
く
参
加
し
た
。
柳
田
と
関
係
し
な
い
場
面
で
、「
民
俗
学
」
の
用
語
が
使
わ
れ
た
。
柳
田
は
、
こ
の
会
の
設
立
に
一

切
関
係
を
持
た
ず
、
当
然
寄
稿
も
し
て
い
な
い
。
こ
の
雑
誌
は
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
休
刊
と
な
る
。
そ
し
て
、
同
誌
の
主
要

メ
ン
バ
ー
は
、「
民
俗
学
会
」
を
日
本
民
族
学
会
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
。
似
た
よ
う
な
こ
と
が
十
数
年
前
に
起
き
て
い
た
。
明
治

四
十
五
年
（
一
九
一
二
）、
東
京
帝
国
大
学
の
教
員
を
中
心
に
「
民
俗
学
会
」
が
組
織
さ
れ
た
。
柳
田
た
ち
が
雑
誌
『
郷
土
研
究
』
を

発
行
す
る
直
前
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
石
橋
臥
波
編
集
の
雑
誌
『
民
俗
』
は
、
雑
誌
『
郷
土
研
究
』
に
二
か
月
ほ
ど
遅
れ
て
発
行
さ

れ
た
が
、
そ
こ
で
は
「
民
俗
」
と
「
民
俗
学
会
」
の
用
語
が
使
わ
れ
た
。
柳
田
は
、
先
を
越
さ
れ
た
思
い
で
地
団
駄
を
踏
ん
だ
に
違
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い
な
い
。
柳
田
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
帰
国
後
間
も
な
い
大
正
十
四
年
（
一
九
三
五
）、
雑
誌
『
民
族
』
を
発
刊
し
た
。
そ
の
際
、
柳
田

は
「
民
族
」
を
敢
え
て
誌
名
に
採
択
し
た
。

　

柳
田
は
理
論
書
と
し
て
『
民
間
伝
承
論
』
と
『
郷
土
生
活
の
研
究
』
の
二
冊
を
出
版
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
口
述
筆
記
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
折
口
信
夫
は
柳
田
に
総
論
を
書
い
て
欲
し
い
と
何
度
も
懇
願
し
て
い
た
。
そ
れ
は
柳
田
が
構
想
す
る
「
民
俗

学
」
の
枠
組
み
の
提
示
を
望
ん
で
い
た
の
で
あ
っ
た
。
柳
田
は
前
近
代
に
お
け
る
「
民
俗
」
の
使
用
例
に
慣
れ
親
し
ん
だ
世
代
で

あ
っ
た
。
既
にEthnology

に
「
民
俗
学
」
の
翻
訳
を
当
て
は
め
て
い
た
。
外
部
の
意
見
を
受
け
入
れ
る
余
裕
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
詰
ま
る
と
こ
ろ
、
柳
田
は
学
問
の
世
界
に
お
け
る
急
速
な
変
化
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
一
方
、
民
族
学
の
若

い
研
究
者
た
ち
は
変
化
へ
の
対
応
が
わ
ず
か
早
か
っ
た
。
そ
の
対
応
に
関
し
て
は
、
世
代
差
の
違
い
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ

な
い
。

　

筆
者
は
「
は
じ
め
に
」
で
、
柳
田
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
「
一
国
民
俗
学
」
や
「
世
界
民
俗
学
」
と
い
う
用
語
を
使
い
始
め
た
の

か
と
い
う
課
題
の
探
究
を
提
示
し
た
。
そ
れ
ら
の
用
語
の
使
用
に
関
し
て
は
、
柳
田
が
『
民
間
伝
承
論
』
の
第
一
章
「
一
国
民
俗
学
」

の
中
で
、
ま
ず
は
「
一
国
民
俗
学
」
を
確
立
を
さ
せ
て
か
ら
将
来
の
「
世
界
民
俗
学
」
の
た
め
の
素
地
を
用
意
す
る
の
だ
と
述
べ
た

〔
柳
田　

一
九
九
八
ｃ　

二
五
〕。
実
は
、
そ
の
部
分
だ
け
の
使
用
で
あ
っ
た
。「
一
国
民
俗
学
」
の
用
語
は
、
佐
藤
健
二
が
論
じ
た

よ
う
に
、
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
を
わ
か
り
や
す
く
区
別
す
る
た
め
の
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
柳
田
は
「
世
界

民
俗
学
」
に
関
し
て
、
そ
れ
以
上
は
話
題
に
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
論
展
開
の
中
で
用
い
ら
れ
た
用
語
で
あ
っ
た
と

言
え
よ
う
。
敢
え
て
「
世
界
民
俗
学
」
の
用
語
に
こ
だ
ら
わ
ず
と
も
、「
比
較
民
俗
学
」
の
用
語
で
十
分
に
議
論
が
深
め
ら
れ
る
問

題
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

大
藤
時
彦
は
「
学
問
研
究
に
お
い
て
、
そ
の
名
称
の
如
き
は
第
二
義
的
な
意
味
し
か
持
た
な
い
」
と
述
べ
た
〔
大
藤　

一
九
七
三　

三
七
〕。
こ
の
考
え
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
柳
田
が
『
国
史
と
民
俗
学
』
で
述
べ
た
考
え
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
筆
者
は
学

問
の
名
称
は
研
究
の
指
針
を
示
す
重
要
な
看
板
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
柳
田
は
自
分
の
構
想
し
た
学
問
の
看
板
を
出
す
の
を
躊
躇
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し
て
い
る
中
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
日
本
民
族
学
会
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
出
来
事
に
よ
っ
て
、
柳
田
は
「
日
本
民
俗
学
」
の

看
板
を
遂
に
出
せ
な
く
な
っ
た
と
悟
り
、
熟
慮
の
末
に
自
分
た
ち
の
学
会
を
「
民
間
伝
承
の
会
」
と
命
名
し
た
の
で
あ
る
。
戦
後
、

九
学
会
が
共
同
で
学
術
調
査
を
展
開
さ
せ
た
。
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
三
月
一
日
の
夜
、
折
口
信
夫
が
代
表
し
て
、「
民
間
伝

承
の
会
」
を
「
日
本
民
俗
学
会
」
に
改
称
す
る
こ
と
を
柳
田
に
頼
ん
だ
。
す
る
と
、
柳
田
は
突
然
、
折
口
に
語
気
鋭
く
怒
り
の
言
葉

を
発
し
た
。
柳
田
が
一
五
年
間
に
わ
た
っ
て
問
題
に
し
て
き
た
名
称
が
変
更
さ
れ
た
〔
鎌
田　

二
〇
〇
二　

一
三
七
〕。
明
治
四
十
五

年
（
一
九
一
二
）
に
「
民
俗
学
会
」
が
創
設
さ
れ
た
の
で
、
三
七
年
の
年
月
を
経
て
日
本
民
俗
学
会
を
公
称
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
時
点
で
、
柳
田
が
音
が
同
じ
で
困
る
と
心
配
し
た
「
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
」
の
呼
称
問
題
が
現
実
化
し
た
。
二
つ
の

ミ
ン
ゾ
ク
学
は
、
翻
訳
解
釈
と
学
問
の
本
質
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た（

10
）。

そ
れ
が
現
象
上
で
解
消
さ
れ
た
の
は
、
五
五
年
後

の
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
四
月
で
あ
っ
た
。

《
注
》

（
1
）　

一
九
八
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
、
民
俗
学
を
説
明
す
る
と
き
に
「
家
族
の
族
で
は
な
く
、
人
偏
の
俗
の
民
俗
学
の
ほ
う
で

す
」
な
ど
と
説
明
し
て
い
た
。
日
本
民
俗
学
会
と
日
本
民
族
学
会
は
同
じ
発
音
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
伊
藤
幹

治
は
、『
柳
田
國
男
全
集
』
一
四
巻
所
収
の
「
国
史
と
民
俗
学
」
の
解
説
で
、
民
俗
学
と
民
族
学
に
つ
い
て
民
俗
学
（Folklore

）
は
一
国

ま
た
は
一
民
族
の
文
化
や
社
会
を
研
究
す
る
学
問
で
あ
り
、
民
族
学
（Ethnology

）
は
世
界
の
諸
民
族
の
文
化
や
社
会
を
比
較
研
究
す

る
学
問
で
あ
る
の
で
両
者
は
親
縁
関
係
に
あ
る
と
し
た
。
柳
田
は
親
縁
関
係
に
あ
る
二
つ
の
学
問
の
翻
訳
を
め
ぐ
っ
て
思
索
の
試
行
を

し
た
と
い
う
。
特
に
『
国
史
と
民
俗
学
』
の
中
で
、
大
幅
な
修
正
が
図
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
〔
伊
藤　

一
九
九
八　

六
一
六
～

六
一
九
〕。
そ
の
指
摘
は
、
後
に
伊
藤
『
柳
田
国
男
と
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
に
引
き
継
が
れ
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
た
〔
伊
藤　

二
〇
〇
二　

七
五
～
八
六
〕。
呼
び
方
に
関
し
て
は
決
着
が
つ
い
た
問
題
で
あ
る
。

（
2
）　

雑
誌
の
目
次
に
は
「『
民
族
』
第
一
巻
読
後
所
感
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
雑
誌
の
本
文
中
で
は
「『
民
族
』
第
一
巻
所
感
」
と
あ
り
、

「
読
後
」
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
書
誌
学
上
は
本
文
記
載
の
タ
イ
ト
ル
を
採
用
す
る
の
が
理
想
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
「
読
後
」
の
用
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語
を
挿
入
し
な
い
と
意
味
が
取
り
に
く
い
た
め
、
敢
え
て
「
読
後
」
を
入
れ
た
。

（
3
）　

関
敬
吾
が
引
用
し
た
『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』
に
あ
た
る
と
、
片
仮
名
を
英
語
表
記
に
す
る
な
ど
正
確
な
引
用
を
し
て
い
な
い
〔
ブ

ロ
ン
ソ
ン　

二
〇
一
二　

六
五
〕。
こ
れ
に
関
し
て
、「
訳
注
」
と
し
て
、
訳
者
の
中
井
真
木
が
「
関
の
引
用
は
柳
田
の
原
文
に
忠
実
で

は
な
い
」
と
し
て
原
文
を
紹
介
し
て
い
る
（『
世
界
の
中
の
柳
田
国
男
』
七
八
ペ
ー
ジ
）。
誠
意
あ
る
精
密
な
翻
訳
で
あ
る
と
思
う
。

（
4
）　

柳
田
が
雑
誌
『
民
族
』
の
編
集
を
ワ
ン
マ
ン
的
に
主
導
し
た
こ
と
が
若
い
編
集
者
た
ち
の
反
感
を
買
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
雑
誌
『
民

俗
学
』
の
発
刊
に
つ
な
が
る
。
新
雑
誌
は
「
民
俗
学
会
」
と
い
う
組
織
で
運
営
さ
れ
た
。
折
口
信
夫
は
代
表
格
に
担
が
れ
、
そ
の
こ
と

が
柳
田
を
一
層
怒
ら
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
折
口
は
柳
田
と
の
関
係
を
修
復
さ
せ
る
対
応
を
す
す
め
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
七
月
二

日
の
第
六
回
民
俗
学
講
演
会
で
、
柳
田
は
「
民
俗
の
採
集
と
分
類
」
と
い
う
講
演
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
柳
田
が
「
民
俗
学
会
」
に
関
わ
っ

た
唯
一
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
大
会
案
内
の
添
え
書
き
に
「
日
本
の
民
俗
学
は
柳
田
先
生
と
と
も
に
成
長
し
、
柳
田
先
生
を
中
核
と
し

て
発
展
し
て
き
た
と
云
つ
て
も
過
言
で
な
い
と
思
ふ
」
と
賛
辞
し
た
。
大
会
記
事
は
、
類
例
の
な
い
ほ
ど
、
柳
田
を
大
い
に
持
ち
上
げ

た
文
章
で
あ
る
。
む
し
ろ
こ
の
出
来
事
が
、
別
に
民
族
学
会
を
組
織
す
る
機
運
を
準
備
さ
せ
た
と
も
想
像
さ
れ
る
。

（
5
）
岩
本
通
弥
は
「
珍
奇
な
る
も
の
か
ら
平
凡
な
も
の
へ
―
柳
田
國
男
に
お
け
る
民
俗
学
と
民
族
学
の
位
相
―
」
の
中
で
、
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）
九
月
一
日
発
行
の
『
郷
土
風
景
』
一
巻
七
号
に
柳
田
が
「
民
族
の
採
集
と
分
類
」
を
載
せ
た
点
に
着
目
し
、Ethnology

を

民
俗
学
と
訳
す
る
提
言
を
放
棄
し
た
端
緒
と
論
じ
た
〔
岩
本　

二
〇
一
八　

三
六
〕。
し
か
し
、
こ
の
雑
誌
を
よ
く
読
め
ば
、「
民
俗
」

と
す
べ
き
用
語
を
「
民
族
」
と
誤
植
し
た
こ
と
が
判
る
。『
柳
田
國
男
全
集
』
二
八
巻
の
解
題
担
当
者
の
小
田
富
英
も
同
様
の
見
解
を

採
っ
て
い
る
〔
小
田　

二
〇
〇
一　

六
五
六
～
六
五
七
〕。
つ
ま
り
、
こ
の
時
点
を
下
限
と
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
。Ethnology

を
民

俗
学
と
訳
し
た
下
限
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
九
月
の
仙
台
放
送
局
の
連
続
公
演
「
東
北
と
郷
土
研
究
」
の
頃
ま
で
で
あ
っ
た
。
昭

和
六
年
に
はEthnology

を
「
比
較
民
族
学
」、Folklore

を
「
一
国
民
俗
学
」
と
称
し
て
い
る
。

（
6
）　

岩
本
通
弥
は
、
論
文
「『
民
俗
』
を
対
象
と
す
る
か
ら
民
俗
学
な
の
か
―
な
ぜ
民
俗
学
は
『
近
代
』
を
扱
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
―
」
の
中
で
「
民
俗
」
に
つ
い
て
論
じ
た
。
前
論
文
「
民
俗
・
風
俗
・
殊
俗
―
都
市
文
明
史
と
し
て
の
『
一
国
民
俗
学
』―
」
で
論
じ

な
か
っ
た
明
治
初
期
に
お
け
る
「
民
俗
」
の
使
用
例
を
紹
介
し
た
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
明
治
政
府
が
各
府
県
に
「
政
治
部
民
俗

篇
」
と
し
て
人
民
把
握
の
た
め
の
習
俗
と
し
て
「
民
俗
」
を
用
い
る
が
、
民
情
風
俗
の
略
で
あ
っ
た
と
い
う
。「
民
俗
」
は
、
庶
民
へ
の



87　二つのミンゾク学再考

教
化
を
意
識
し
た
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
〔
岩
本　

一
九
九
八
ｄ　

二
〇
～
二
一
〕。

（
7
）　
「
採
集
期
と
採
集
技
能
」
は
『
定
本
柳
田
國
男
集
』
へ
収
録
す
る
際
に
「
実
験
の
史
学
」
と
変
え
ら
れ
た
。
柄
谷
行
人
は
「
実
験
の
史
学
」

と
い
う
耳
あ
た
り
の
良
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
着
目
し
た
。
柄
谷
『
実
験
の
史
学
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
一
九
年
）
の
中
で
、
地
球
規
模
の
壮
大
な
理

論
と
し
て
語
っ
た
。
筆
者
は
、
原
著
の
タ
イ
ト
ル
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
「
実
験
の
史
学
」
に
変
更
さ
れ
た
の
か
追
求
を
試
み
た
こ
と
が
あ

る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
タ
イ
ト
ル
改
名
の
経
緯
は
十
分
に
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
〔
板
橋　

二
〇
二
四　

三
二
八
～
三
二
九
〕。

（
8
）　

柳
田
は
、
古
野
清
人
が
『
民
族
学
研
究
』
の
編
集
を
引
き
受
け
た
こ
と
の
挨
拶
に
来
た
と
き
に
、「
民
俗
学
と
民
族
学
で
は
ま
こ
と
に

ま
ぎ
ら
わ
し
い
か
ら
、
新
米
の
民
族
学
の
用
語
は
や
め
て
ほ
し
い
」
と
申
し
込
ん
だ
と
い
う
〔
樫
尾　

一
九
九
三　

一
〇
四
〕。
ま
た
堀

一
郎
に
よ
れ
ば
、
姉
崎
正
治
は
柳
田
の
仕
事
に
深
い
理
解
を
示
し
て
い
た
。
姉
崎
は
病
に
倒
れ
る
前
、
柳
田
に
向
か
っ
て
「
君
の
や
っ

て
い
る
フ
ォ
ク
ロ
ア
も
、
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
も
、
ど
っ
ち
も
ミ
ン
ゾ
ク
ガ
ク
と
い
っ
て
い
る
。
ど
っ
ち
か
が
何
と
か
名
を
変
え
て
く
れ
な

い
か
ね
」
と
話
し
か
け
た
と
い
う
。
柳
田
は
よ
く
、「
私
の
は
人
扁
の
ミ
ン
ゾ
ク
ガ
ク
」
と
い
い
、
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
を
「
ヤ
カ
ラ
の
ミ
ン

ゾ
ク
ガ
ク
」
と
呼
ん
だ
と
い
う
〔
堀　

一
九
七
五　

二
七
六
～
二
七
七
〕。

（
9
）　

桑
山
敬
己
は
、
現
代
民
俗
学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
質
疑
応
答
時
間
に
発
言
を
求
め
ら
れ
た
中
で
、「
現
在
は
本
質
主
義
批
判
の
影
響

で
し
ょ
う
か
、
そ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
影
を
潜
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
ど
う
し
て
も
民
族
的
な
も
の
、
そ
れ
は
フ
ォ
ー
ク

と
言
い
換
え
て
も
よ
い
の
で
す
が
、
そ
れ
が
根
底
に
あ
っ
て
、
研
究
対
象
か
ら
外
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

民
族
学
か
ら
文
化
人
類
学
へ
と
い
う
改
称
に
よ
っ
て
民
族
が
軽
視
さ
れ
た
の
な
ら
、
私
は
残
念
に
思
い
ま
す
」
と
語
っ
た
〔
桑
山　

二
〇
一
六　

六
六
〕。
改
称
の
結
果
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
点
を
危
惧
し
た
の
で
あ
り
、
傾
聴
す
べ
き
意
見
で
あ
る
。

実
は
、
柳
田
が
逡
巡
し
た
点
も
そ
の
辺
に
あ
っ
た
。
筆
者
は
、
本
稿
執
筆
に
先
立
っ
て
ス
コ
ッ
ト
・
シ
ュ
ネ
ル
と
橋
本
裕
之
の
共
著
論

文
「
日
本
の
民
俗
研
究
の
活
性
化
の
た
め
に
」
を
読
む
機
会
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
日
本
の
民
俗
研
究
者
に
見
ら
れ
る
非
国
際
性
と
島
嶼

性
に
基
づ
く
学
問
の
排
外
意
識
と
閉
鎖
性
に
つ
い
て
論
じ
た
。
民
俗
学
理
論
が
円
熟
を
み
せ
な
か
っ
た
点
、
研
究
を
国
内
限
定
に
し
て

国
際
的
文
脈
で
考
え
る
努
力
を
怠
る
傾
向
が
あ
っ
た
点
な
ど
を
鋭
く
指
摘
し
た
〔
ス
コ
ッ
ト
・
シ
ュ
ネ
ル
・
橋
本
裕
之　

二
〇
一
二　

二
八
七
～
三
〇
二
〕。
こ
の
論
文
は
、
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
っ
た
。
な
お
現
実
問
題
と
し
て
、
利
便
性
と
引
き

換
え
に
お
互
い
の
ル
ー
ツ
を
意
識
し
た
り
関
係
性
を
語
っ
た
り
す
る
機
会
が
薄
れ
た
こ
と
を
筆
者
も
実
感
し
て
い
る
。
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（
10
）　
「
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
」
に
関
し
て
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
類
似
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
一
つ
は
神
奈
川
大
学
国
際
常
民
文

化
研
究
機
構
が
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
八
日
、
九
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
し
た
「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学

―
多
文
化
共
生
の
た
め
の
人
類
文
化
研
究
―
」
で
あ
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
」
を
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル
と
し
、

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
「
多
文
化
共
生
の
た
め
の
人
類
文
化
研
究
」
を
用
い
た
。
報
告
書
は
、
国
際
常
民
文
化
研
究
機
構
編
『
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
報
告
書
Ⅳ
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
―
多
文
化
共
生
の
た
め
の
人
類
文
化
研
究
―
』（
二
〇
一
三
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
報
告
者

六
名
の
論
考
を
見
る
と
、
本
研
究
で
取
り
上
げ
た
「
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
」
に
関
す
る
議
論
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
の
事
実
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
司
会
及
び
総
括
を
務
め
た
渡
邊
欣
雄
が
「『
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
』
の
盛
衰
―
過
去
と
現
在
―
」
と

い
う
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
企
画
段
階
の
腹
案
と
異
な
っ
た
展
開
に
な
っ
た
と
批
評
し
た
こ
と
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
渡

邊
に
よ
る
と
、
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
は
、
両
者
の
違
い
を
区
別
し
つ
つ
、
そ
の
類
似
性
と
共
同
研
究
の
必
要
性
を
訴
え
る
こ
と
に
意
義

が
あ
っ
た
と
い
う
。
渡
邊
は
、
も
し
も
海
外
で
日
本
の
「
民
俗
学
」
をEthnology

と
翻
訳
す
れ
ば
、Folklore study

よ
り
も
正
確

に
理
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
た
〔
渡
邊　

二
〇
一
四　

六
五
〕。

　

二
つ
目
は
、
現
代
民
俗
学
会
が
二
〇
一
四
年
十
二
月
二
十
一
日
、「
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
か
ら
世
界
民
俗
学
、
そ
し
て
そ
の
先
―
ク

ロ
ー
バ
ル
で
ロ
ー
カ
ル
で
複
数
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
研
究
へ
―
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
る
。
そ
の
記
録
集
は
、
川
田
牧
人
編
『
二

つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
か
ら
世
界
民
俗
学
、
そ
し
て
そ
の
先
―
グ
ロ
ー
バ
ル
で
ロ
ー
カ
ル
で
複
数
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
研
究
へ
―
』（
成
城
大
学

グ
ロ
ー
カ
ル
研
究
セ
ン
タ
ー
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
質
疑
応
答
も
収
録
さ
れ
る
報
告
集
で
あ
る
。
川
田
は
「
曖
昧
模
糊
と
し
た
同
音
異
義

語
」
で
あ
る
が
、
関
係
を
持
ち
続
け
る
意
義
を
語
っ
た
。
一
九
三
五
年
に
学
会
が
分
か
れ
て
か
ら
も
「
肉
親
と
し
て
よ
り
も
親
族
と
し

て
」
の
関
係
、「
同
じ
母
体
か
ら
生
ま
れ
た
双
生
児
」
と
表
現
さ
れ
、
一
九
五
〇
年
代
ま
で
不
即
不
離
の
関
係
は
続
い
た
が
、
一
九
八
〇

年
代
に
は
相
互
に
独
立
し
た
と
評
し
た
〔
川
田　

二
〇
一
六　

一
一
～
一
二
〕。
島
村
恭
則
は
、「
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
」
現
象
は
、
日

本
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
に
共
通
し
て
存
在
し
て
い
た
と
述
べ
、
現
在
進
行
す
る
ア
ン
ソ
ロ
ポ
ロ
ジ
ー
と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
関
係
も
そ

の
文
脈
で
捉
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
〔
島
村　

二
〇
一
六　

二
五
〕。



89　二つのミンゾク学再考

《
参
考
文
献
》

赤
坂
憲
雄　

一
九
九
八　
「
解
題
『
隠
里
の
話
』」『
柳
田
國
男
全
集
』
七
巻　

筑
摩
書
房

赤
坂
憲
雄　

ア
ダ
ム
・
ブ
ロ
ン
ソ
ン　

二
〇
一
二　
「
境
界
の
攻
防
―
戦
前
の
柳
田
に
よ
る
歴
史
学
・
民
族
学
批
判
と
戦
後
民
俗
学
―
」
Ｒ
・

Ａ
モ
ー
ス
・
赤
坂
憲
雄
編
『
世
界
の
中
の
柳
田
国
男
』　

藤
原
書
店

板
橋
春
夫　

二
〇
二
四　
『
日
本
民
俗
学
の
創
成
と
確
立
―
椎
葉
の
旅
か
ら
民
俗
学
講
習
会
ま
で
―
』　

七
月
社

伊
藤
幹
治　

一
九
九
八　
「
解
題　

国
史
と
民
俗
学
」『
柳
田
國
男
全
集
』
一
四
巻　

筑
摩
書
房

伊
藤
幹
治　

二
〇
〇
二　
『
柳
田
国
男
と
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』　

岩
波
書
店

伊
藤
幹
治　

二
〇
〇
六　
『
日
本
人
の
人
類
学
的
自
画
像
』　

筑
摩
書
房

岩
本
通
弥　

一
九
九
八
ａ　
「
民
俗
・
風
俗
・
殊
俗
―
都
市
文
明
史
と
し
て
の
『
一
国
民
俗
学
』―
」
宮
田
登
編
『
現
代
民
俗
学
の
視
点
（
民

俗
の
思
想
）』
三
巻　

朝
倉
書
店

岩
本
通
弥　

一
九
九
八
ｂ　
「『
民
俗
』
を
対
象
と
す
る
か
ら
民
俗
学
な
の
か
―
な
ぜ
民
俗
学
は
『
近
代
』
を
扱
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
―
」『
日
本
民
俗
学
』
二
一
五
号　

日
本
民
俗
学
会

岩
本
通
弥　

二
〇
一
八　
「
珍
奇
な
る
も
の
か
ら
平
凡
な
も
の
へ
―
柳
田
國
男
に
お
け
る
民
俗
学
と
民
族
学
の
位
相
―
」『
超
域
文
化
科
学
紀

要
』
二
三
号　

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
超
域
文
化
科
学
専
攻

岩
本
通
弥　

二
〇
二
一　
「『
民
俗
』
概
念
考
―
柳
田
國
男
が
一
国
民
俗
学
を
唱
え
る
と
き
―
」『
超
域
文
化
科
学
紀
要
』
二
五
号　

東
京
大
学

大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
超
域
文
化
科
学
専
攻

大
藤
時
彦　

一
九
七
三　
『
柳
田
国
男
入
門
』　

筑
摩
書
房

大
藤
時
彦　

一
九
九
〇　
『
日
本
民
俗
学
史
話
』　

三
一
書
房
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概
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岡
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〇
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摩
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編
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―
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○
○
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世
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複
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〇
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複
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〇
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世
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複
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〇
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世
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複
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ロ
ー
カ
ル
研
究
セ
ン
タ
ー

高
木
昌
史　

二
〇
一
八　
「
柳
田
国
男
と
西
洋
の
学
問
」『
民
俗
学
研
究
所
紀
要
』
四
二
集　

成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所

高
橋　

治　

二
〇
二
五　
『
柳
田
國
男
の
洋
書
体
験
』　

文
芸
社

西
村
真
次　

一
九
二
六　
「『
民
族
』
第
一
巻
読
後
所
感
」『
民
族
』
二
巻
一
号　

民
族
発
行
所

堀　

一
郎　

一
九
七
五　
『
聖
と
俗
の
葛
藤
』　

平
凡
社

室
井
康
成　

二
〇
一
〇　
『
柳
田
国
男
の
民
俗
学
構
想
』　

森
話
社

柳
田
國
男　

一
九
九
八
ａ　
「
青
年
と
学
問
」『
柳
田
國
男
全
集
』
四
巻　

筑
摩
書
房

柳
田
國
男　

一
九
九
八
ｂ　
「
隠
里
の
話
」『
柳
田
國
男
全
集
』
七
巻　

筑
摩
書
房
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柳
田
國
男　

一
九
九
八
ｃ　
「
民
間
伝
承
論
」『
柳
田
國
男
全
集
』
八
巻　

筑
摩
書
房

柳
田
國
男　

一
九
九
八
ｄ　
「
郷
土
生
活
の
研
究
法
」『
柳
田
國
男
全
集
』
八
巻　

筑
摩
書
房

柳
田
國
男　

一
九
九
八
ｅ　
「
国
史
と
民
俗
学
」『
柳
田
國
男
全
集
』
一
四
巻　

筑
摩
書
房

柳
田
國
男　

一
九
九
九　
「
農
政
学
」『
柳
田
國
男
全
集
』
一
巻　

筑
摩
書
房

柳
田
國
男　

二
〇
〇
一　
「
東
北
と
郷
土
研
究
」『
柳
田
國
男
全
集
』
二
八
巻　

筑
摩
書
房

柳
田
國
男　

二
〇
一
〇　
「
採
集
期
と
採
集
技
能
」『
柳
田
國
男
全
集
』
二
二
巻　

筑
摩
書
房

渡
邊
欣
雄　

二
〇
一
四　
「『
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
』
の
盛
衰
―
過
去
と
現
在
―
」
国
際
常
民
文
化
研
究
機
構
編
『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書

Ⅳ
二
つ
の
ミ
ン
ゾ
ク
学
―
多
文
化
共
生
の
た
め
の
人
類
文
化
研
究
―
』　

国
際
常
民
文
化
研
究
機
構
・
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所

神
奈
川
大
学
大
学
院
歴
史
民
俗
資
料
学
研
究
科
非
常
勤
講
師

成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
研
究
員

（

）




